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			規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士③

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			ミーユの変化とこれからのこと。　※マリナさんは平常運転

			ミーユの報告。　～赤ちゃん……できちゃった……～

			ミーユの親と今後の方針。

			未然に回避されていた、レイン最恐最悪の危機。

			レリクスの考える、ミーユを信じてもよい理由。

			外道なる父親の策謀。

			七英雄、召喚。

			訓練。

			使者がきた。

			開戦。

			軍隊との戦い方――父さん編

			vsジェネラス。

			四神将の強襲。

			マリナたちの戦い。

			無能なるダンソン。

			勝利！

			戦後処理・ミーユ編。

			戦後処理・偽ミーユ編。

			ダンソンの末路。

			奴隷同士の訓練風景。

			リチャードさんはまとも。

			新たなる旅立ち。

			空飛ぶボートと雨。

			怪奇の洋館。

			洋館の正体。

		

	
		
			　

			ミーユの変化とこれからのこと。　※マリナさんは平常運転

			　

			　戦いの日から一週間がすぎた。

			　オレたちの暮らしは、変わったところと変わらないところの両方があった。

			　まず変わらないところは――。

			　

			　マリナがエロい。

			　

			　例えば早朝。

			　目を覚ますと股間のアレを、その豊満なバストで挟んでいたりする。

			「なにしてんの……？」

			「あなたが………元気にしてたから………。」

			　そう言って舐める。

			　ぺろ………。ちろちろ、はむり。

			　実際元気にしてしまっているので反論できない。

			　胸と舌と唇の三点攻めに耐え切れず、かわいい顔にぶっかけてしまう。

			「だすときは………。言ってほしい………。」

			　マリナはぼんやり目を細め、顔にかかった白いやつを指でぬぐった。それから指を、ぺちょりと咥える。

			　エロい。

			　なので朝からがんばった。

			　一気に挿れたい気持ちを抑え、ゆっくりと挿れていく。女の子の入り口は、とても小さくて狭い。だからいくら濡れていようと、一気に挿れるのはよくない。

			　ちゅぷ……、くちゅっ……、つぷ。

			　全部入った。ねっとりと熱いマリナの秘部が、オレの分身を包み込む。

			「んんんっ………♥♥♥」

			　マリナは体を小さく震わせ、びくびくとイッた。

			　それがあまりにかわいくて、オレは朝から三回やった。

			　昼もかなり誘われる。

			　トイレでやれば屋上でもやり、女子更衣室の中でもやった。

			「いけないところでするの………どきどきする。」

			　とはマリナの言葉だ。

			　誘うマリナはマリナだが、挿れるオレもオレである。

			　朝や昼からそんな状態であるため、夜になったら当然すごい。

			　人に見つからないよう（マリナ基準では）ガマンしていた分もしまくる。

			　そしてミリリが、そんなマリナの影響を受けてる。

			　リンと戦うために魔法や武芸の訓練をしていた時とまったく変わらない懸命さで、『ご奉仕の術』をマリナから学んでる。

			『ご主人さま、気持ちいいです……にゃ？』

			　マリナ直伝のパイズリしたり、

			『ミリリの穴も、お使いください……にゃあ』

			　四つんばいになった状態から上半身だけをベッドにつけたような姿勢で、尻尾を振っておねだりしたりしてくる。

			（はむっ……にゃあ、にゃあっ……）

			　自分の尻尾を胸に挟んで、『練習』していることもあった。

			　顔立ちは体格は小さくて幼いミリリだが、スタイルはかなりいい。

			　胸は普通に巨乳だし、尻もしっかりと揉める。

			　そんな中、変わってきたのはミーユであった。

			『ハあッ、あッ、やあッ……！　やさしく……しないで……』

			『はあッ、あッ、やあぁんッッ！　メス豚みたいに犯してえぇ！　痛くしてえぇ！』

			『痛いっ、痛いっ、痛いっ、はああぁん！　もっとおぉ！！！』

			　こんな感じに、痛いのを悦ぶ。

			「レイン……、んッ、好き……。好き……」

			　そして荒っぽく犯され終わると、オレの体に覆い被さりキスをしてくる。

			　オレの唇を唇で挟み、舌には舌を絡みつける、深い愛情のこもった熱烈なキスである。

			　オレを好きという声も、熱にうなされているかのように色っぽい。

			　頭を撫でてやると、オレの肩を枕にして寝入る。

			（くぅー……。くぅー……）

			　穏やかなる寝息と安心し切った愛らしい寝顔は、つい先刻まで乱れまくっていた少女のそれとは思えないほど愛くるしい。

			「それでは……僭越ながら……」

			　ぐちゅっ。

			　リンがまたがり自身に挿れた。前後に動いて行為を始める。

			「かはッ、あッ、はッ……」

			　甘い吐息と甘美なる触感が流れる横で、オレにくっついてきたマリナが言った。

			「レイン。」

			「なに？」

			「ミーユには、やさしくしてあげて。」

			「痛いのがいいって言われても、普通にしろっていうこと？」

			　マリナは静かに首を振る。

			「ミーユがどんなミーユでも、嫌わないであげて。」

			「？？」

			「ミーユはたぶん、自分のことが嫌い。」

			　マリナはしばし沈黙した。自分の考えをまとめながら続ける。

			「自分が嫌いで仕方ないから、常に『罰』を求めてる。」

			　マリナが言うと、オレにまたがり腰を動かしているリンが補足した。

			「確かに……ご主人さまは、はッ……。

			　ご自身を、んッ……。お嫌いになられているところがございま……にゃああッ！」

			　リンは、大切な話をしながらもイッた。

			　それでも腰の動きはとめない。

			（ハあッ、はッ、あッ……）

			　肩で息をしながらも、小さく前後に動かしてくる。

			　桜のつぼみのように愛らしいクリトリスが、オレの股間の上でこすれる。

			　艶やかな黒髪は、汗ばんで紅く染まった頬に張りついていた。

			　エロい。

			　オレもリンの腰を押さえて中にだす。

			「はあッ――！」

			　リンは秘部から鉄の棒でも突き刺されたかのように仰け反ると、二回目の絶頂に達した。

			　オレはマリナに問いかける。

			「でも具体的に、どうしてやればいいんだ？」

			「あなたは、ミーユをどう思う？」

			　オレは寝ているミーユを見つめる。

			　オレの腕にしがみつき、静かな寝息をもらすミーユを。

			　つい先刻も思ったが、寝息はとても穏やかで、寝顔はとても愛らしい。

			「普通に好き……かな」

			　最初は心底ウザかったけど、反省する心は持っている。

			　素直になっている今では、かわいいと思うことも多い。

			　というかこんだけやっておいて、好きじゃないとか言ったら鬼畜じゃね。

			「それなら………そのままでいい。」

			　マリナは、オレの胸板にキスをすると言った。

			「今のまま、ミーユを嫌わないでいてあげてね。」

			「わかったよ、マリナ」

			　オレはマリナの頭を撫でた。

			　気になったことを尋ねる。

			「マリナも、そういうことあったりするの……？」

			　マリナは、頬を染めて言った。

			「わたしは………あなたとのえっちが、ちょっと大好きなだけ。」

			　あの圧倒的モザイクな日々も、マリナの中では『ちょっと』になるらしかった。

			　大丈夫！　致命傷って死ぬだけだから！　と言われたかのような違和感だ。

			　そんなマリナの股間を右手でいじり始めているオマエが言うなって言われるかもしれないが、オレは自分がドスケベだって自覚してるし。

			　

			　そしてこの二週間後。

			　事件は起こった。

		

	
		
			　

			ミーユの報告。　～赤ちゃん……できちゃった……～

			　

			　マリナと話してから二週間経ってからのこと。

			　ミーユの様子がおかしくなり始めた。

			「ごめん……。今日は、ちょっと……」

			　まずそんな風に、夜の生活を断り始めた。

			　これ単体は、珍しくない。

			　元々毎日やっているのは、マリナとカレンだけである。それ以外の子は、休憩日を挟む。

			（最初はミリリも毎日やっていたのだが、次の日にふらふらになったり、腰が抜けて立てなくなってしまうことが何回かあったので毎日はやめた。カレンが毎日できているのは、本番をしていないからである）

			　しかし何日も続くのは、ちょっとおかしい。

			　それだけではない。

			　オレといっしょに歩くのを避けたり、食堂でも離れて座るようになった。

			　しかも友人のフェミルがきても、そこはかとなく上の空だ。

			　学校の授業も、座学はでるが実技のほうは休み始めた。

			　こうなると気になる。

			　オレを避けるだけならオレのことが嫌いになっただけとも言えるが、授業にもでていないとなるとちょっと異常だ。

			　夜になって寝る前に遊びにきたリンをバックから突くついでに尋ねたりもしたが――。

			「わっ……わたくしも気になってはいるのですが、細かいことは――くハッ、はッ、ハあァ……！」

			　こんな感じだ。

			　肌を重ねあわせながら聞いているので、ウソがあれば気配でわかる。

			　だがリンに、そんな気配は微塵もない。

			　直接聞くしかなさそうだ。

			　なんて風に思っていると、ドアからノックの音がした。

			　オレは服を着て、ドアの前に行く。

			「誰だ？」

			「ボク……」

			「ミーユか」

			　ドアをあけた。

			　ミーユを中へ招き入れ、あいさつ代わりのキスをする。

			「ん……」

			　ミーユは静かにキスを受け入れた上、自分から舌を絡ませてきた。

			「……」

			　唇を離す。

			　ミーユはどこか物寂しげな、切なげな表情でオレを見つめた。

			　その表情を見ても、オレを嫌っているということはなさそうだ。

			　ミーユは静かに口を開いた。

			「怒らない……？」

			「怒らない」

			「叩かない……？」

			「叩かない」

			「ボクのこと、嫌いに……ならない？」

			「ならないよ」

			　怯えた子兎のようなミーユ。それも無理はない。

			　親に否定され続けて生きてきたミーユは、自分に対する自信がない。家の中に地雷が埋まっているかのような暮らしを送っていたのだ。

			　もしもオレに嫌われてしまうと、二度と戻れなくなるほど、心にヒビが入ってる。

			　だからオレはミーユを抱きしめ、嫌いにならないとくり返す。

			　ミーユはやがて、ぽつりと言った。

			「できちゃった…………」
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			　ホワッツ?!

			　衝撃を受けるオレは、確認の意味でも尋ねた。

			「それはいわゆる、ベイビー的な？」

			　ミーユは小さくうなずくと、小さなおなかを静かに押さえた。

			「毎月きてくれないと困るものが、こないっていうか……こない」

			「使ってたよね……？　避妊魔法」

			「使ってたよ！　特に最近は激しかったから、解けないように三重で！」

			　服を着たカレンたちがやってきて言った。

			「レインのせーえきは、避妊魔法も突き破る勢いだったっていうことぜな……？」

			「ありえる………。」

			「ありえるです…………にゃあ」

			「否定はできませんね……」

			　出された時のことを思い返しているのだろう。

			　マリナとミリリとリンの三人は、頬を染めてつぶやいた。

			　ちなみにリリーナは、この場にいない。

			　学園で仕事をしているため、忙しいことも多いのだ。

			「お名前は……、レイン様とミーユ様をお取りして――ミーン様ですにゃ……？」

			「それはセミみたいだぜな……」

			「それではレイユ様ですにゃ……？」

			「今度はラー油みたいだね……」

			「でしたらでしたら……」

			　ミリリはしばし頭を悩ませ、名案を閃(ひらめ)いたとばかりに叫ぶ。

			「ミレイユ様などどうですにゃっ?!」

			「それはいいと思うぜな！」

			「オレもいいと思う」

			　オレはミリリの頭を撫でた。

			「はにゃあぁ～～～～～～～～んっ♥♥♥」

			　猫の獣人でもあるミリリは、喉をころころと鳴らして悶えた。

			　マリナが言った。

			「わたし、ミレイユには反対。」

			「どうして？」

			「二人目、三人目ができた時はどうするの？」

			「「「あっ」」」

			　それは考えていなかった。

			　流石マリナと言うべきか。子どもができたあともエッチする前提で考えている。

			「まままま、待って待って待って！」

			「どうした？」

			「産む方向で……いいの？」

			「それはそうだろ」

			「ミリリは普通に、そういうものかと……」

			「アタシもだぜな……」

			「レインとの子どもなら、半分はレイン。」

			「だけどボク……、オトコって設定だよ……？　家の跡を継げるの、オトコだけ……だから」

			　そういえばそうだった。

			　しかしミーユが妊娠を望んでいないならばともかく、そうでないなら諦めてほしくない。

			　オレは言った。

			「男だけど妊娠したってことでいいじゃん！」

			「それは無理じゃないかなぁ?!」

			「ご主人さま……」

			「ぜなぁ……」

			　ミーユから突っ込まれた上に、ミリリとカレンからも気まずいものを見る目で見られた。

			　やはりオレ、動揺はしているようだ。

			「手紙は………？」

			「手紙……？」

			「赤ちゃんができたこと、レインのことが大好きなこと、自分がこれからしたいこと、レインのことが大好きなこと、全部手紙に書きこんでから、レインのことが大好きって書く。」

			「オレのことを大好きって書く回数が多いね……」

			「わたしが手紙を書くとしたら、そうなると思ったから………。」

			　マリナは頬を染めてつぶやいた。

			　かわいい。

			「でも手紙って案はよさそうだよな。返事が最悪なものでも、その形なら守れる」

			「ごめん……」

			「気にするなって」

			　オレはミーユの頭を撫でる。

			「でもその前に、ちょっといいか？」

			　オレはミーユをベッドに座らせ、仰向けにさせた。

			　腹部に耳を当ててみる。

			「なに……？」

			「聞こえるかなーって思って。子供の心臓の音とか、動く音とか」

			「まだ一ヶ月とか、そんなもんだし……」

			「それもそうか」

			　しかし耳を当ててると、じんわりと落ち着いてくる。

			　まだまだ実感は沸かないが、ミーユの腹部が温かでやわらかなのは間違いない。

			　新しい命が生まれるための、命のゆりかごである。

			「ミーユ」

			　腹部に負担をかけないように、ミーユを横にして抱きしめる。その唇にキスをした。

			　愛おしさが込みあげる。

			「レイン……」

			「うん」

			　オレのミーユが、オレの唇にキスのお返しをしてきた。

			　オレはミーユを抱きしめたまま、甘えるままに甘やかしてやった。

			「ありがと……」

			　ミーユはそれだけ言い残し、穏やかな眠りに入っていった。

			　オレのマリナが向かいに転がり、ミーユの頭をやさしく撫でる。

			「楽しみ。」

			「うん」

			　オレはマリナとキスをした。

			　初めての子育てには不安も多い。

			　でもオレたちだったら、どうにでもなるような気がした。

			　

			　だがオレたちは甘かった。

			　心のどこかで、ミーユの両親もミーユを愛しているに違いないと考えていた。

			　孫ができれば、なんだかんだで祝福してくれるに違いない――と考えていた。

			　それは大きな間違いだった。

			　どうしようもなく救えない性質を持つ人間も、世の中にはいる。

			　そんなひどいやつらでも、親という人種になることはできる。

			　一週間後オレたちは、それを思い知らされる。

		

	
		
			　

			ミーユの親と今後の方針。

			　

			　ミーユが手紙をだしてから、一週間目の朝。

			　オレたちは、学園の指導室に呼びだされた。

			　左右の壁や天井に魔法封じの紫水晶が混ぜこまれた上に、魔法封じの魔法陣が地面に描かれた小さな部屋だ。

			　魔法学園であるこの学園の場合、魔法を封じれば大概の生徒は無力化できる。

			　オレならパンチで壁ぶっ壊せるけど。

			　机を挟んで向かいにいる、教官のアリアが言った。

			「呼んだのは、ミーユひとりであったはずだシ……？」

			「ついてきてほしいって言われたので」

			「わたしは………。ついて行きたかったので………。」

			　オレが言うと、マリナはオレの腕にくっつく。

			　メンバーは、生徒側がオレとミーユとマリナの三人。

			　先生側は、リリーナとアリアのふたりだ。

			　ふたりそろって小さいために、どちらが生徒なのかわからない。

			　すこし前のリリーナは大きかったが、色々あってロリ化している。

			「細かい話をする前に、これを読んでほしい」

			　リリーナは、懐から一枚の封筒を取りだした。

			　机の上に置く。

			　ミーユが封筒を手に取って、中から手紙を取りだした。

			　読むにつれて、丸い瞳が見開かれていく。

			　そこにあったのは、失望や絶望ではない。

			　いったいなにを言われているのか、ただただわからないといった表情であった。

			　ミーユの体がぐらりとよろけた。

			　オレは反射的に支える。

			「大丈夫か？」

			「ごめん……」

			　ミーユは謝り、座り直した。

			　手紙を握り、改めて見つめる。

			　ようやく感情が追いついてきたのか、涙がじわりと浮かび始めた。

			　いったいなにが書いてあるのか。リリーナが解説してくれた。

			「そこに書いてある範囲では、キミはグリフィンベール子息の偽物――となっている」

			　意味がわからなかった。

			　もう本当に、わけがわからないとしか言いようがなかった。

			「そもそも……、通るような主張なんですか……？」

			「手紙の主張によれば、学園にいる『ミーユ』は、洗脳魔法、またはアイテムでグリフィンベール家の者を洗脳していた――ということだ」

			「学園に落ち度はなくてグリフィンベール家の落ち度であって問題である――とも書かれているので、こちらとしては反論しにくくもあるのでシ……」

			「そして裁判になれば…………」

			　リリーナは暗い表情をしつつも、ハッキリと告げた。

			「キミは負ける」

			　ともすれば冷たすぎる断言に、ミーユはまったく反論しない。

			　自身の胸に手を当ててつぶやく。

			「グリフィンベール家の後継者は、男子でなければいけませんものね……」

			　しかしミーユの性別は女。

			　実際には、家督を分家にゆずりたくない実の両親がミーユを男として育てたわけだが――。

			『洗脳魔法でも使われていなければ、男を後継者として認めているはずがない』と言われてしまうと終わりだ。

			「相手側の要求は、どんなものですか？」

			「今回の問題による責任は、あくまでもグリフィンベール家に帰属するとある。

			　よって向こうの要求は、ミーユ＝ララ＝グリフィンベールを名乗っている者の引き渡しだ。

			　もしも異論があるのなら、学園に在籍したまま裁判に望む方向でもよい――とある」

			　しかしミーユが女子である以上、裁判に勝つのは難しい。

			「負けたら、どうなるんですか……？」

			「上級貴族を騙る行為は、事情を問わず死罪だ」

			「……」

			「しかしそうであればこそ、わたしとしては見過ごせない。完全に庇護・擁護するのは難しいものの、質問したら逃亡してしまった――というシナリオを描こうとは思う」

			「三公のグリフィンベール家サマに洗脳魔法をかけられる者デシからねぇ～。

			　我々の隙を突いて逃亡するぐらい、わけないに決まっているデシぃ～～～」

			「と、いうわけだ。学園としては、以上のスタンスも以下のスタンスも取れん」

			　冷たいようだが、充分でもある。

			　ミーユの家がミーユを偽物であると言った以上、ここにいるミーユはただの容疑者である。

			　かばう意味はもちろんのこと、逃がす意味もまったくない。

			　しかも今回、ミーユの家は『不満があるなら裁判で』と言っている。

			　保身だけを考えるなら、渡してしまうのがベストなのだ。

			「急なことだが、いつなにがあるかわからん。早い段階で、安全なところに避難しておけ」

			「わかりました」

			　オレはぺこりと頭をさげた。

			　ミーユをつれて部屋をでる。

			「大丈夫か？　ミーユ」

			「うん……」

			　うなずいたミーユだが、大丈夫そうには見えない。

			　足にも力が入らないのか、オレにもたれかかってる。

			　だがしかし、問い詰めても仕方ない。

			　オレはミーユの支えになりつつ部屋に戻った。

			「ご主人さま！」

			「ミリリか」

			「お話……なんでしたにゃあ？」

			　オレはベッドにミーユを座らせ、ゆっくりと話した。

			　並んでいたリンとミリリとカレンらは、話が進むにつれて沈み込んでいく。

			「貴族のかたでも、そのようなことがあるのですね……」

			「ひどいですにゃ……」

			　親に売られて奴(ど)隷(れい)となっているふたりは、自身の境遇と重ねてうなずく。

			「レインはレインは、どうするつもりなんだぜなっ?!」

			「とりあえずは……父さんに相談かな」

			「確かにレリクスであれば、キミとミーユによくしてくれるであろうな」

			「リリーナ?!」

			「その通りだが？」

			「学園のほうは、この件に関しては中立なんじゃ……？」

			「わたしは元々、頼まれて魔法などを教えていた客員魔術師だからな。

			　客員魔術師・リリーナとしては中立でも、『ただのリリーナ』としてはキミの味方だ」

			「リリーナ……」

			「そもそもわたしは、こういう時に自由でいるため特定の組織に所属していないのだ」

			　スパリと言い切るリリーナは、ロリでありつつ格好いい、大人の女性という感じであった。

			　が――。

			「少年……」

			「はい？」

			「今のわたしは、キマっていたと思わないか？」

			「はい？」

			「そもそもわたしは、こういう時に自由でいるため特定の組織に定着していないのだ」

			　ロリ化しているリリーナは、胸に手を当てポーズを取った。

			　ほめろ、ほめろと言わんばかりに頬が染まって口元がゆるんでいる。

			　彼女は二八〇歳です。

		

	
		
			[image: p028.jpg]
		

	
		
			　

			未然に回避されていた、レイン最恐最悪の危機。

			　

			　転移用のとびらをくぐり、家に戻った。

			　食堂にでる。

			　看板めいた木の板があり、伝言があった。

			〈わが息子レインへ。

			　領民の者から魔物化したクマが出現したとの報告があった。

			　ワシは退治に行っておる。

			　夕暮れまでには戻るじゃろうから、裏庭かこの食堂で待っておれ。

			　わが息子レインよ〉

			「ボクたちがくるのがわかってたかのような伝言だな……」

			「違います」

			　ミーユが言うと、涼やかな声が響いた。

			　メイドのメイさんである。

			「旦那様は一定時間席を立つ場合、レイン様がお帰りになられることを前提として伝言を残しておられます」

			「そうだったんですか……」

			「そうだったのです」

			　なんというのか、父さんだった。

			「……」

			　そういう父母に育ててもらっていなかったと思われるミーユが、目に見えて落ち込んだ。

			　頭をぽんぽん叩いてなぐさめ、裏庭へと向かってみる。

			　いた。

			　一軒家ぐらいはありそうな巨体に、赤い体毛が印象的なクマの死体を目の前に、「ふーむ」と腕を組んでいる。

			　オレは言った。

			「ただいま帰りました」

			「おお、レインか」

			「依頼されていたクマのモンスターですか？」

			「倒したはよいのじゃが、どう解体すればよいのかと思ってのぅ」

			「村に持っていくのが一番ではないですか？」

			「やはりそうか」

			　オレはアイテムボックスの機能を使い、クマの死体を収納した。

			「便利じゃのぅ」

			「自分でもそう思います」

			　オレはくるりと踵を返す。

			　ミーユやカレンにミリリにリンが、なぜか唖然とこちらを見ていた。

			「どうした？」

			「「「「いろいろとおかしいです」」」」

			　ミーユもカレンもミリリもリンも、みな一様に突っ込んだ。

			「なんでその大きさの魔物を倒して、汗ひとつかいていないの?!」

			「っていうか普通に倒せるものぜなっ?!」

			「平然としているレイン様もおかしいですにゃあ！」

			「もっと疑問を持ってください！」

			「いやでもクマだし……」

			「強いだろ?!　普通のクマならともかく、魔物化しているようなクマなら！」

			「しかもその毛並、レッドベアーだと思われますにゃあ！」

			「魔物化しておらずとも、厄介な猛獣です……」

			「厄介かなぁ……」

			「そうだよっ！」

			　ミーユは苛烈に突っ込むが、父さんは言った。

			「そうでもなかろう」

			「ですよね」

			　マリナにも尋ねる。

			「マリナでも勝てるよな？　今ぐらいの大きさだったら」

			「苦戦はするかも。」

			「でも勝てるよな？」

			「うん。」

			　即答だった。

			「わたしは戦闘が得意ではないため勝てるかどうかは怪しいが、さして驚く魔物でもないとは思うな。そこそこ戦える戦士が三人と、わたしの補助と治癒魔法があればどうにでもなる」

			　リリーナも、そんな風に言っていた。

			　父さんはおかしいけど、ミーユたちも大袈裟だと思う。

			「おかしいよ……。絶対におかしいよ……」

			　そんなつぶやきも聞こえたが、気にせず村に出向いた。

			　クマの死体を、村の人たちに任せる。

			　ケガ人や病人が何人かいたので、リリーナは治癒のために残ると言った。

			　リリーナを置いて、屋敷へと戻る。

			　椅子に座った父さんが言った。

			「して今日は、なんの用じゃ？

			　もちろん用などはなく、ただ食事をしにきた、遊びにきた、顔を見にきたというだけでも歓迎であるし、そのような形での来訪が増えればよいとも思っておる。しかしそれはそれとして用があるような顔に見えるのでの」

			　流石に鋭い。

			「前にも紹介を受けたと思いますが、ここにいるミーユはオレの恋人です。やることもやってました」

			「うむ」

			「すると……」

			「なんじゃ？」

			「できました」

			「避妊魔法は使っておったのではないか？」

			「そのはずではあるんですが、避妊魔法を突き破ったのではないかという説が有力でして」

			「どのような勢いでしておったんじゃ……」

			　父さんからも言われてしまった。

			「あっ……、あんまりストレートに言うなよ……。やっていたとか、恋人……とか」

			「だけど隠すことじゃないだろ？」

			　オレはほっぺにキスをした。

			「ばか……」

			　ミーユは真っ赤になりつつも、ほっぺを押さえて目を伏せた。

			　そして父さんは、なにかの本を開いていた。

			「なにを読んでるんですか？」

			「孫ができた時の名前の候補じゃ。

			　女子であればミュンミュン。男子であれば、鷹の英雄と言われたトンヌラが」

			「どちらもダメだと思います」

			「トンヌラなどは、おヌシを拾った日に雨が降っていなければ、候補にも挙がっていた名前なのじゃが……」

			「それでもダメだと思います！」

			「ほかの候補となると、レミリアやミルシアなどになってしまうが……」

			「そっちのほうがいいと思います！」

			「そうかのぅ……」

			「そうです！」

			「よいと思うんじゃが……。ミュンミュンもトンヌラも」

			　父さんのネーミングセンスは、何気にトンでもなかった。

			　降っていてくれてありがとう、雨！

			　もしもキミが降ってなければ、オレは今ごろトンヌラだった！！！

		

	
		
			　

			レリクスの考える、ミーユを信じてもよい理由。

			　

			　運命の歯車がひとつズレていればトンヌラになっていたという、オレ史上最大の危機がオレにはあった。しばし呆然としてしまっていたが、気を取り直して父さんに説明した。

			　子どものできたミーユが、実家に手紙を送ったこと。

			　すると家から、ミーユを偽物と認定する手紙がきたこと。

			　曰くミーユは魔女であり、洗脳魔法でグリフィンベール家の者たちを騙していたとのこと。

			　オレの話が続くにつれてミーユは泣きそうになってきたので、手を繋いで話を続ける。

			　話が終わった。

			「なるほど……」

			　父さんは、深くうなずくと言った。

			　

			「即ちワシは、その鬼畜どもを皆殺しにすればいいんじゃな……？」

			　

			「そうです」

			「違うよ?!」

			　オレが言うとミーユは叫んだ。

			「ボクそこまでのことは望んでないから！　もっと普通に、平和的な感じので！」

			「それでいいのか？」

			「それでいいっていうか……、それがいいっていうか……。レインといっしょにいられれば、もうそれだけでいいっていうか……」

			　ミーユは目を伏せ、オレのことを上目使いでチラチラと見た。

			　かわいい。

			「あと……レリクスさん」

			「なんじゃ？」

			「ボクのこと……信じてもいいんですか？　洗脳魔法を使ってレインのことを騙しているとか、考えなくてもいいんですか……？」

			「それはなかろう」

			　即答だった。

			「洗脳魔法の使い手だったら、知っている顔がある」

			　いつの間にか戻ってきたいたリリーナが、苦虫を噛み潰したかのような顔で言った。

			「ジェネラスか」

			「ジェネラスって……矛盾の妖魔ジェネラスですかっ?!」

			「なにそれ？」

			「小さいころに契約妖魔辞書で見た、ＳＳランクでも足りない、伝説級(レジエンドクラス)の妖魔だよ！

			　好きなことは強者を切ること。

			　得意なことは強者を切ること。

			　生きる意味は強者を切ることをモットーにしていて、呼びだした相手の願いを叶えてくれる幻術や洗脳が得意な妖魔！」

			「願いを叶えてくれるのか」

			「でも代償として、ジェネラス本体と戦わないといけない！

			　勝てる必要はないけど、最低限は楽しませないとダメなんだ！」

			「勝てなくてもいいのか」

			「だけど相手はレジェンドクラス！

			　辞書の中でも、『この妖魔を楽しませるほどの力を持っている時点で、この妖魔を呼ぶ意味はない』って書かれているぐらいだ！

			　矛盾の妖魔もそこからきている！」

			　ミーユが言うと、父さんとリリーナが順番に言った。

			「そんなことはなかったがのぅ」

			「役に立つ男ではあった」

			「契約したことあるんですか?!」

			　ミーユの問いに、リリーナが答える。

			「魔竜と戦う際に、強い仲間がほしくてな」

			「大概の妖魔には断られてしまったが、やつだけは『では一時間、わたくしを楽しませてください』と言ってのぅ」

			「だがレリクスは……」

			　リリーナは目を伏せて言った。

			　

			「一撃で倒した」

			　

			「自信がありげじゃったから、すこし本気をだしても大丈夫かと思っての……」

			「大切な仲間候補が、出会って五分で死にかけた」

			「相手はレジェンドクラスなんですよね?!」

			「なにを言っているのだ、ミーユ＝ララ＝グリフィンベール。ここにいるレリクスは、伝説そのものだぞ？」

			「…………」

			「当時のワシは、元気があったからのぅ。逆に今のワシだと、ちと厳しいかもしれん」

			　ミーユは驚き絶句していた。

			　それはオレも同様だった。

			　ただその驚きは、ミーユとは真逆のベクトルである。

			「その妖魔……すこしとはいえ父さんの本気を食らって『死にかける』で済んだんですか……？」

			「そこはやはり、『魔竜討伐の七英雄』と呼ばれるようになる男だからな。多少のことで死にはせんよ」

			「そ、それはおかしいです……にゃあ」

			「どうしてだ？　ミリリ」

			「七英雄さまのことは、教養の時間で習いましたにゃ。だけどミリリは、そのお名前を初めて知りましたにゃあ」

			「契約妖魔は通りが悪い――ということで、正義の使徒ジャスティ、などと名乗っていたからな……」

			「ジャスティ様は、偽名だったのですにゃ?!」

			「そうだったのだ」

			「知らなかったですにゃ……」

			「脱線したがそういうことだ。

			　ジェネラスと共にいたレリクスやわたしは、洗脳魔法や幻術魔法のにおいを知っている。

			　キミからは、まったくそれを感じない。

			　そこまで含めて洗脳できるような実力があるのなら、グリフィンベール家の者が洗脳に気づくこともできんだろうよ」

			「……」

			「まぁリリーナの話を抜きにしても、息子のレインが連れてきたんじゃ。いい子に決まっておるじゃろうよ」

			　父さんは、心の底から楽しげに笑った。

			　この人に拾われてよかったと、心から思った。

			　

			　問。規格とはなんですか？

			　答。ぶち壊すものです。

			　

			　みたいなところのある父さんだけど、オレを心から思ってくれているのは確かだ。

		

	
		
			　

			外道なる父親の策謀。

			　

			　圧倒的な賛成多数で、ミーユのことは守ると決まった。

			　と――思われた時だった。

			「でも……やっぱり……」

			　ほかならぬミーユが、難色を示す。

			「どうしたんだよ、ミーユ」

			「めいわく……、かかるから……」

			「別にいいじゃん」

			「今回のおヌシは、ワシの息子と幸せになろうとしただけであるしのぅ。

			　そこを支えあうのが家族とも言えるじゃろ」

			「そっ、それだけじゃないんです。ボクの家には、『四神将』と『十二騎士』がいるんです」

			「なんだそりゃ」

			「グリフィンベール家の守護者とも言われるみんなだよ！

			　二十万とか三十万とかいるグリフィンベール家と傘下の家から、

			　特に優秀な四人と次点の十二人がもらう称号だ！

			　ただ強いだけじゃなくって、三公にだけ伝わる武器や防具をあつかったりもする！」

			「よくわからんがすごそうだな」

			「すごいの！　すごそうじゃなくって、すごいの！

			　一対一ならなんてことないと思うけど、四対一や十二対一になると……」

			「自らが消されようとしておるのに、ワシらの心配をするとは……流石はわが息子レインが選んだ少女じゃ……！」

			　必死に説得をするミーユだが、父さんは戦慄するよりも感涙していた。

			　リリーナが言う。

			「ひとつ言っておくぞ、ミーユ＝ララ＝グリフィンベール」

			「はい……」

			「わたしやレリクスは、魔竜とも戦ったことがある。

			　だがそれは、楽に勝てるから戦ったのではない。

			　守りたい者がいたから、戦ったのだ」

			「リリーナさん……」

			　迷うことなく言い切るリリーナは、紛うことなき英雄だった。

			　体はロリ化しているが、その精神は変わっていない。

			　ミーユの目にも、尊敬の色が芽生える。

			　だがリリーナは、オレに視線で言ってくる。

			　

			（今のわたしは、よいことを言ったと思わないか?!）

			　

			　例によって台無しだった。

			　英雄なところは変わっていないリリーナだけど、残念なところも変わっていない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミーユたちが会話していた時分。

			　グリフィンベール家の屋敷。

			　四神将のひとり、ルークスからの報告を聞いたミーユの父――ダンソン＝グリフィンベールは怒り狂った。

			『我らを洗脳していた魔女を逃がしただと?!』

			『逃がしたのではございません。我らが向かったころには、すでに……』

			『どういうことだ?!』

			『学園の教官アリア＝ランスロット曰く、〈グリフィンベールの人たちでも洗脳しちゃう魔法使いだシ！　わらしたちがなんかアレされるのも仕方ないシ！〉とのことで……』

			『奴(ど)隷(れい)あがりで教官になったとかいう〈犬〉が……』

			　ダンソンは、床にツバを吐き捨てた。

			　首輪をつけた奴(ど)隷(れい)の少年が、床のツバをふき取った。

			　ルークスは、ダンソンに気づかれない程度に顔をしかめる。

			　奴(ど)隷(れい)あがりなのは、ルークスもそうであるからだ。

			『手がかりはないのか?!　あの魔女の手がかりは！』

			『そこは調査をいたしましたが、同級生のレイン＝カーティスと仲がよかったとのこと』

			『カーティス？　いったいどこの三流貴族だ？』

			『魔竜殺しの七英雄がひとり、レリクス＝カーティス様のご子息です』

			『なるほど、そのカーティスか』

			『レリクス＝カーティスと言えば、怪物揃いと謳われた魔竜殺しの七英雄の中でも、規格外れの英雄。コトを構えることは得策ではないかと……』

			『むしろレリクス様と関係を持てたことを、誇りに思うべきでは……？』

			　ルークスの右腕的な存在であるロッカも、そんな風に言う。

			　が――。

			『なにを言っているのだっ！』

			　ダンソンは一喝した。

			『学園にいたというミーユ＝ララ＝グリフィンベールは、我らの息子を騙った大罪人！

			　それが英雄との繋がりを持っているからなんだと言うのだ！

			　ここにいるミーユこそが、グリフィンベール家の正統後継者だ！』

			　ダンソンは、隣に控えている少年を指差した。

			　そこにいるのは、ミーユそっくりの少年。

			　ミーユが反抗的になりつつあることに危機感を感じたダンソンが、貧民街から連れてきた空似の少年だ。

			　ミーユが学園に行っているうちに準備を進め、ミーユが長期休みで実家に帰ってきた時に、『入れ替える』予定であった。

			　レインの件がなかろうと、ミーユのことは『処分』するつもりだったのである。

			『しかし相手がレリクス様では……』

			『かつて手合せをしていただいたこともございますが、眼光だけで我ら動けず……』

			『しかしレリクス＝カーティスは、すでに相当な年である上、魔竜との戦いで癒えぬ傷を負ったと言うではないか。

			　どこに恐れる要素があると言うのか』

			『我らが威圧されたのは、その年老いた上に魔竜との戦いで負傷していたはずのレリクス様でして……』

			『四神将とも呼ばれし者が、名前だけで怯んだか』

			『仮に我ら四神将と十二騎士でレリクス様を抑えたとしても、相手の陣営にはレリクス様のご子息が……』

			『学園の入試試験では、試験用の壁を相手に四億とも五億とも言える数字をだしたとかで……』

			『臆病者め』

			　ダンソンは、フン、と鼻を鳴らしてみせた。

			『まぁ、よい、策はある』

			『策……？』

			『このような時のための策だ。

			　細かいことはあとで言う。残りの四神将と十二騎士を連れてこい』

			『はい……』

			　ルークスは、なにも言わずにうなずいた。

		

	
		
			　

			七英雄、召喚。

			　

			　ダンソンの屋敷。玉座の間。

			　三公がひとり、グリフィンベール家の誇る四神将と十二騎士がそろった。

			「ご命令通りです。四神将と十二騎士、ここに集結いたしました」

			「うむ」

			　ダンソンは、一冊の魔導書を取りだした。

			　血を垂らす。

			『血肉が我の一部なら、汝は我を食らいし者。血の盟約に従って、我が下に出でよ！』

			　煙があがった。

			　濁った血液を彷彿とさせる、赤黒い煙だ。

			　煙はもくもくと集まると、ひとりの男を形作った。

			　赤いコートに帽子を被った赤ずくめの男。

			　帽子の裾はカウボーイハットのように長く、片目しか見えない。

			　そんなわずかに覗く瞳も、血のような赤。

			『わたくしの名前はシェイド＝ジェネラス。

			　好きなことは強者を切ること。得意なことは強者を切ること。生きる意味は強者を切ること。

			　よろしくお願いしますよ。クトゥフフフ』

			『ジェネラス……?!』

			『あの、矛盾の妖魔の……?!』

			『そう呼ばれることも多いですねぇ』

			〈ジェネラス〉は、自身の帽子を押さえて言った。

			『それでこたびは、いかなる用事で？』

			『我らの息子を騙った魔女がいる！　レリクス＝カーティスの一族がそれをかばった！

			　討伐に協力しろ！』

			『なるほど、レリクスの……』

			『貴様が望む報酬は知っている！　〈強者と戦う時間〉だろう?!』

			『おっしゃる通りでございます』

			『しかしその契約書に、〈一対一で〉という一文はなかった』

			　ダンソンは、にやりと狡猾な笑みを浮かべた。

			　してやったりという顔だ。

			　ルークスたちが察する。

			『ま、まさか、ダンソン様……』

			『我らを……？』

			『傷ついた老いぼれとも戦えぬと言った貴様らが、なにを言うかっ！』

			『『『…………』』』

			『それに死すると決まったわけではない！　こやつと戦い、勝利すればそれでよい！』

			『おっしゃる通りですねぇ』

			　ジェネラスは、クトゥフフフ、と笑った。

			『楽しませてください』

			　自身の剣を、シュラリと抜いた。

			　次の瞬間。

			　ジェネラスは、四神将と十二騎士たちの背後へと回っていた。

			　剣をパチリと、鞘(さや)に納める。

			『ぐハッ！』

			『があっ！』

			『ぎゃああっ！』

			　三人の騎士が、血飛沫をあげて倒れた。四人の騎士の武器も壊れる。

			　四神将は流石に無傷であったものの、一歩も動くことができなかった。

			『今のはただの小手調べだったのですが……。大丈夫ですか？』

			　言いながら構えるは、八本のナイフ。

			　ジェネラスの指に挟まれたそれらは、しかし投げられる前に消えた。

			『?!』

			　驚(きよう)愕(がく)する四神将と騎士。

			　しかし次の瞬間に――。

			　

			　地面から飛びだしてきたっ！！！

			　

			　ズババババッ！

			　ターゲットにされた騎士が、なます切りにされる！

			『張り合いがありませんねぇ』

			『『うおおおおおおおおおおおおおおっっ！！！』』

			　双子の騎士が、予備の武器で躍りかかった。

			　巨岩のような体躯に、分厚いブレストアーマーを身に包んだ重騎士だ。

			『これはこれは、お力強そうですねぇ』

			　ジェネラスは剣を消し、やれやれといった感じに両手を広げた。

			　小鳥にでも触れるかのようにやわらかく、広げた手のひらを当てる。

			　その一撃で、ふたりの体はゴッと吹き飛ぶ。

			『防具はなかなかに上質でしたが、肝心のご本人がこれではねぇ』

			　ジェネラスは、十二騎士の残りを切り裂く。

			『このおぉ！』

			　四神将のルークスが切りかかる。

			　その手には聖剣。

			　歴代の四神将筆頭に与えられてきた、由緒ある剣だ。

			　ジェネラスは回避する。

			　聖剣の斬撃が、白い残(ざん)滓(し)を虚空に残す。

			　消えずに残る白い残(ざん)滓(し)は、それ自体が殺傷力を持つ。

			　レーザーのような弾道で、ジェネラスに向かう！

			　常人であれば受けるしかないそれを、ジェネラスは回避する。

			　だが反撃はない。ルークスは、ジェネラスを攻め続ける。

			　振りおろし、右薙(な)ぎ、逆袈裟に突き。

			　ジェネラスは、自身の剣で受けるのに徹する。

			　互いの剣が打ち当たるたび、火花と剣戟の音が響いた。

			『これはこれは、なかなか……』

			　ジェネラスがつぶやいたところに、右手から槍。

			『卑怯とは言うまいな』

			　四神将のひとり、無双のクロガネである。

			　黒い髪に黒い瞳の、整った顔立ちの男だ。

			　槍の腕は国士無双。

			　突きを放ったと思った瞬間には槍がすぐに引かれていて、第二陣、第三陣と止まることがない。

			　そこに金色の髪が美しい女――四神将のロッカが、弓矢を放つ。

			　世界樹で作られたという伝説もある純白の弓から放たれる矢は、けっして味方を傷つけない。

			　ルークスの体を通過して、ジェネラスへと向かう。

			　完全なる死角からの奇襲。

			　しかしながらジェネラスは、身を翻(ひるがえ)して回避した。

			　白い矢は、コートにかすりすらしない。

			『クトゥフフフ、なかなかのお強さですねぇ』

			　剣を持っていない左手を、ルークスとクロガネに向ける。

			『ぐあっ！』

			『がああっ?!』

			　ふたりの体が炎に包まれた。

			『ディレイトヒール！』

			　しかしすぐさま火は消えた。

			　やわらかな光に包まれた体は、火傷の傷もたちまち治す。

			　ふたりは光に包まれたまま、ジェネラスに突っ込んだ。

			　その動きは、つい先刻のそれよりも速い。

			　一見すると小柄な少女でありながら四神将に名前を連ねる、癒しのソフィーネが使った『女神の息吹』の効果であった。

			　身体能力を五十倍、自然回復の力を一八〇倍にまで高める魔法だ。

			　あらゆる補助魔法に加えて、常にヒールがかかっているようなものだ。

			　今のルークスとクロガネは、即死以外でやられることはない。

			　魔法自体はソフィーネというより神杖・ミストルカースの力だが、それを維持できるのはソフィーネの力だ。

			　今でこそ神杖と称されているミストルカースだが、かつては呪いの杖だった。

			　並みの魔術師であれば、一分と持たずに全身の魔力が涸れて死ぬ。

			　名前の由来も、『命を吸う者』という意味だ。

			　しかしながら効果は絶大。

			　そんな杖の力を、二十万とも三十万とも言われる膨大な武芸者の頂点に立ったふたりが一身に受ける。

			　ミストルカースに勝るとも劣らない神器をあつかい、ジェネラスにかかる。

			　だがジェネラスの、形よい唇から漏れたのは――。

			『まだまだですねぇ』

			　次の瞬間ジェネラスは、ルークスとクロガネの背後に回っていた。

			　ふたりの体から鮮血が噴き出す。

			　一八〇倍の回復力でも間に合わない二五〇〇の斬撃が、ふたりの体には入れられていた。

			　治癒も間に合わないままふたりは倒れた。

			「ひっ……！」

			　怯えたロッカが弓を放つ。

			　神器たる弓から放たれる矢は、音の速さでジェネラスに向かう。

			　だがジェネラスは――。

			　

			　それを素手で掴んでしまった。

			　

			　一(いつ)閃(せん)、二閃と剣を振る。

			　鋭く飛んだ剣圧が、ふたりの少女を薙(な)ぎ払った。

			「ふぅー」

			　ジェネラスは息を吐く。

			　虫の息だった騎士たちが、紅い炎に包まれた。

			『戦闘時間、三分五十一秒――ですね』

			『グリフィンベール家の四神将と十二騎士が、五分と持たない……だと?!』

			『確かに普通の人間に比べれば、そこそこ強い部類ではございましたね。

			　特に聖剣を持っていた金髪の彼は、鍛えあげればモノになりそうでした』

			　ジェネラスは指を鳴らした。

			　景色にピシリとヒビが入って割れる。

			　ダンソンとジェネラスの立ち位置に、四神将と十二騎士の座っている位置も変わった。

			　戦いで乱れていたはずの隊列が、戦う直前のものへと変化していた。

			　体の傷も消えている。

			　完全に五体満足だ。

			『なっ……?!』

			『これは……?!』

			『我々は確かに、切られたはずで……』

			『わたくしの名前はシェイド＝ジェネラス。

			　好きなことは強者を切ること。得意なことは強者を切ること。生きる意味は強者を切ること。

			　その目的は切ることであり、殺すことではございません』

			　ダンソンが尋ねる。

			『つまり今のは、幻覚であったと……？』

			『近いものではございますね』

			　四神将も十二騎士も、いぶかしむ。

			　つい先刻の痛みも怒りも恐怖も、ほとんどリアルのものだった。

			　先刻の戦いが現実で、今この瞬間こそが幻想――と言われたほうが、まだ納得できてしまうほどだ。

			『生きるも死ぬも、わたくしの気まぐれひとつ(イモータル・ワールド)。わたくしが持つ、特殊能力のひとつです。

			　領域内の全員を、箱庭世界に飛ばします。

			　そこでわたくしに切られたかたは、わたくしが死ねと思えば死にます。

			　死なずともよいと思えば死にません。クトゥフフフ』

			『それで……どうなのだ。我らの依頼は、受けるのか、受けないのか』

			『条件つきでよろしければ、全力は尽くしましょう』

			『条件、とは……？』

			『条件その一、作戦中は、わたくしの指示に従うこと。

			　条件その二、依頼後は四神将の方々とわたくしを、改めて戦わせること。

			　いずれかの条件を破った場合、契約は破棄したものとしてあつかわせていただきます』

			『ひとつ目はともかく、ふたつ目は……？』

			『今はまだ未熟な彼らですが、磨けば伸びる気がしましてねぇ。クトゥフフフ』

			　ジェネラスは、心の底から楽しげに笑った。

			　矛盾の妖魔、シェイド＝ジェネラス。

			　好きなことは強者を切ること。得意なことは強者を切ること。生きる意味は強者を切ること。

			　その言葉に偽りはない。
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			訓練。

			　

			　ミーユをかばうと決めてから、一週間がすぎた。

			　相手からの動きは特にない。

			　父さん曰く、

			『今回のような場合では、王を通して使者を寄越すのが一般的じゃからのぅ。それがくるまでは大丈夫じゃろうて』

			　とのことだった。

			　オレはくるであろう戦いに備え、父さんと訓練をする。

			　場所はいつも特訓をしていた荒野だ。

			「それでは行きます」

			「うむ」

			　オレは地を蹴り打ちかかる。

			　振りおろし、薙(な)ぎ払い、バックステップを踏んでファイアボルトの魔法を放つ。

			　炎の性質もあわせ持つ雷撃を、しかし父さんは木剣で弾く。

			　オレは再び突っ込んだ。

			　父さんと切り結ぶ。

			　いなされたオレの斬撃が荒野の岩を砕いたり、外れた魔法がクレーターをあけたりとした。

			「いやはや、腕をあげたのぅ」

			「父さんこそ、相変わらずの強さですね」

			　父さんはにこやかに言うが、オレはけっこうキツかった。

			　足払いの寸止めや、拳での寸止めを何回も受けている。

			　マリナと組めば手加減モードの父さんには勝てるけど、一対一だとまだまだキツい。

			　一本、二本と浅い打ち込みを入れることはできたが、逆に言うとそこが限界。

			　致命的な隙が生まれ、木剣を首筋に突きつけられる。

			「……参りました」

			「うむ」

			「すごいな……」

			「すごいです……」

			「流石は、レインのお父さんなんだぜな……」

			「すさまじい戦いを見学させていただきました……」

			「魔竜との戦いで死にかけていた人間の動きではないな」

			　ミーユとミリリとカレンに、リンやリリーナも感心していた。

			（ちゅっ。）

			　マリナはオレのほっぺたにキスをして言った。

			「次はわたし。」

			「うむ」

			　あぐらをかいて座ったオレは、ミリリを膝に乗せて見学をする。

			「はにゃあぁ……♥」

			「ちゃんと見とけよ？」

			「はっ、はいです、にゃ」

			　恍(こう)惚(こつ)モードだったミリリを注意し、マリナと父さんに目を向けさせる。

			　魔法戦が始まった。

			　父さんが放つ無数の火球を、マリナはツララで撃ち落とす。

			　右手でツララを放ちながら動き回り、左手では別の魔法の力を溜める。

			「アブソリュート………ゼロ。」

			　ガキイィン！

			　父さんが立っていたところに、巨大な氷柱ができあがった。

			　霧があがって見えないが、放つタイミングは完璧だった。

			　父さんは、確実に飲まれたと思われる。

			　普通であれば勝負アリ。

			　だがウチの父さんは、氷漬けにされたぐらいなら普通にでてくる。

			　マリナは油断せずに魔力を溜めると、霧が晴れるのを待った。

			　霧が晴れ、氷柱が現れる。

			　が――。

			　

			　父さんはいない。

			　

			　回避した様子がなければ氷の柱を砕いたわけでもないのに、柱の中に姿がない。

			　氷柱には、円柱状の空洞があるだけだ。

			　しかし柱をよく見れば、地面に穴があいていることに気づく。

			　いったいどういうことなのか。

			　オレはすぐに気づいたが、マリナのほうは気づくのが遅れた。

			　気づいた時には遅かった。

			　マリナの背後に父さんが回り、その背に木剣を寸止めした。

			「どっ……どういう魔法なんですにゃっ……?!」

			「自分を包む氷を溶かして足場も溶かして、マリナの背後まで穴を掘り進んだんだよ」

			「めちゃくちゃです、にゃあぁ……」

			「でもオレの父さんだし」

			「確かに……。ご主人さまのお父さまなら……」

			　っていうか父さん、強くなってる。

			　たぶんオレとの訓練があるから、負けてられないとかそんな感じだ。

			　マリナの訓練が終わったら、ミリリやカレンたちの訓練もした。

			　父さんが休憩し、オレがやる。

			　カレンとリンとミリリの三人に、リリーナが補助魔法をかけた。

			　補助を受けた三人のステータスは、こんな感じになる。

			　

			　カレン

			　ＨＰ　　２０２７０／２０２７０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　ＭＰ　　２００００／２００００（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　筋力　　　２０２００（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　耐久　　　２０１８８（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　敏(びん)捷(しよう)　　　２０２０８（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　魔力　　　２００００（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　

			　リン

			　ＨＰ　　２０３３０／２０３３０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　ＭＰ　　２００００／２００００（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　筋力　　　２０３００（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　耐久　　　２０２５０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　敏(びん)捷(しよう)　　　２０９００（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　魔力　　　２００００（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　

			　ミリリ

			　ＨＰ　　２０２６０／２０２６０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　ＭＰ　　２０２２０／２０２２０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　筋力　　　２０２３５（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　耐久　　　２０２３０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　敏(びん)捷(しよう)　　　２０２９０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　魔力　　　２０２２７（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　

			　明らかにおかしい。

			　全員のステータスが、およそ百倍になっている。

			「少々、本気をだしてしまったかな？」

			　とか言っていたが、だしすぎである。

			　残念なところも多い上にロリ化しているショタコンエルフのリリーナだけれど、実力自体は本物だ。

			　オレは苦戦させられつつも、無事に勝利し『ご主人さま』の面目を保った。

		

	
		
			　

			使者がきた。

			　

			　訓練が終わり、オレたちは村に寄った。

			　村の人たちは、そろって荷物をまとめてる。

			「避難を始めている方々を見ておりますと、戦いの近さを感じるな」

			「だねぇ」

			　リリーナのつぶやきに、オレはうなずく。

			　近くにいた村長と村人たちに、父さんが言った。

			「迷惑をかけるのぅ」

			「いえいえ、いいんですよ」

			「元よりこの土地は、魔物を倒せるレリクスさまがいらっしゃらなければ住めない土地でした」

			「レリクスさまがリリーナさまを呼んでくださらなければ、毎年訪れる病にも勝てませんでした」

			「蓄えがなく、この村で死ぬしかなかった当時のわたしたちとは違います」

			「それに……」

			　そこにいた村人たちは、異口同音に言い切った。

			「「「レリクスさまが負けるはずはないかと」」」

			　抜群の信頼であった。

			　実際オレも、父さんが負ける姿は想像できない。

			　でも世の中は広い。

			　父さんが倒した魔竜も、父さんひとりでは勝てなかった相手だ。

			　そんなのを操れる力が、ミーユの父母のような腐った人間にあるとは思えない。

			　しかし油断は禁物だ。

			　魔竜ほどではないにしろ、油断をしたら危うい強敵がくる可能性はある。

			　そんな感じで村の人たちも避難させると、屋敷に男が現れた。

			　庭にワイバーンをおろし、恭しく頭をさげる。

			「初めまして、レリクス＝カーティス様。王国よりの使者、ビルス＝マトソンです」

			「うむ」

			　父さんは、応接間へと案内した。

			　メイドのメイさんがお茶をだす。

			「用件の予想はついておるが……念のために聞いておこう」

			「訴状です。グリフィンベール家から、王国の法務部に提出されました」

			「うむ」

			　父さんは、だされた手紙を受け取った。

			　じっくりと眺める。

			「グリフィンベール家の長男を騙り、学園にもぐり込んでいた魔女。

			　それがワシの家にいるという情報が入った。

			　偽りであるとは思うが、念のために調査をさせてほしい……か」

			「はい」

			「その件については、端的に伝えておいてくれ」

			　父さんは言った。

			　

			「アホウ」

			　

			　ビリィ、ビリッ！　手紙を畳んで二回破ると、封筒の中に戻して返した。

			「国法で言いますと……犯罪容疑者の隠匿は、国に庇護される権利を失います。

			　調査を受諾すれば、裁判以上の手続きをグリフィンベール家が取ることはできません。

			　しかし調査も拒否となりますと――」

			「戦争をしかけられても、国は関与してくれない――じゃったかな？」

			「おっしゃる通りでございます」

			「そういうことなら万も承知じゃ。ワシも息子も、戦う覚悟はできておる」

			「…………」

			「どうした？　お若いの」

			「本当に、グリフィンベール家とコトを構えるおつもりなのですか……？」

			「その通りじゃが？」

			「失礼ですが……勝てるとお思いで？」

			「思うか思わぬかで言えば、思っておるに決まってるじゃろうて」

			「三公の一家との争いともなれば、その分家とも言える十二侯爵。

			　十二侯爵が抱える百子爵ともことを構えることになります。

			　数で言えば、軽く見て八万単位となりますが……？」

			「軍との戦いは心得ておる」

			「…………」

			　ビルスは顔を曇らせる。

			　父さんを脅しているというよりは、単純に心配しているような感じだ。

			「七英雄様といえど、戦いに絶対はございませんし……」

			「それはその通りでもあるの」

			　父さんは、あっさりと認めた上で言った。

			「しかしワシらは、ただ守りたいだけなのじゃ。

			　頭を下げて守れるのなら下げる。腹を切って守れるのなら切る。

			　しかしてこたびは、戦わなければ守れそうにない。となると戦うしかあるまいて」

			「決意はお固いようでございますね……」

			「うむ」

			　ビルスは、封筒を受け取った。

			「それではしかと伝えておきます。アホウ――と」

			「そうしてくれ」

			　王国の使者であるビルスさんは帰還した。

			　これにより、グリフィンベール家は大義名分を得る。

			　同時に父さんの領地は、この一件に関しては国の庇護を得ることができない。

			　グリフィンベール家が制裁的な侵略をしても、自力でなんとかするしかないのだ。

			　しかしオレにも言わせてもらえば――。

			　

			　上等だ。

		

	
		
			　

			開戦。

			　

			　父さんが、使者に『アホウ』と伝えてから一週間目の朝。

			　大軍勢がやってきた。

			　軍勢というのは軍勢であるがゆえ、隠密行動ができない。

			　ヨロイのガチャガチャと鳴る音がすれば土煙もあがるし、周辺にいる鳥などは飛び立つ。

			　対するオレと父さんは、見晴らしのよい平原にいた。

			　それ以外には誰もいない。

			　ミーユはもちろん、マリナやカレンやリンも留守番である。

			『わたしも行きたい。』

			『ダメ』

			『行きたい。』

			『だからダメだって。もし別働隊とかがいたら、この屋敷を狙われる可能性は高いし。』

			『ミリリもミリリもがんばりますが、レリクス様かレイン様かマリナ様がいてくださらないと、不安ではございます……にゃあ』

			　マリナはリンを、一撃で吹き飛ばしたことがある。

			　だからリンはもちろんのこと、リンと互角の戦いをしたミリリからの評価も高い。

			　イメージを抜きにしても、オレと父さんに次ぐ三番手の実力者だ。

			　本当の理由は、『危険そうな前線にはだしたくない……』なんだけどね。

			（………。）

			　しかしマリナは、そんなオレの考えも察知してしまっているような感じだ。

			　物言いたげな目を向けてくる。

			（ちゅっ………。）

			　そしてオレに身を寄せて、ほっぺたにキスをしてきた。

			　豊満なバストをオレの胸板で潰すかのような勢いで押しつけ、そこはかとなく悲しみの漂う声で言った。

			『続き………待ってるから。』

			『うん』

			　オレはマリナを抱きしめた。

			　マリナは、くすん、と鼻を鳴らした。

			『お守り………。』

			　ということで、ミサンガを手首に巻いてもらったりもした。

			　そんなやり取りがあって、オレは今ここにいる。

			　負けるわけには、けっしていかない。

			　父さんが息を吐く。

			　肩をぐるぐる回したりもした。

			「軍勢と戦うのは、ひさしぶりじゃのぅ」

			「でもよかったんですか？　こんな場所で待ち構えていて」

			「どういうことじゃ？」

			「こういう戦いって、深い森や狭い街道に敵を誘って、罠や奇襲で戦力を削っていくイメージだったんですけど……」

			「狭いところでは、無駄に時間がかかるじゃろう」

			　

			　一般人の常識[image: yajirusi_sita.png]広いところは、一度に大人数と戦う必要があるから不利。

			　父さんの常識[image: yajirusi_sita.png]広いところは、一度に大人数を倒せるから楽。

			　

			　これが父さんクオリティです。

			　軍勢の先頭が現れた。

			　甲冑に身を包んだ上で巨大な槍も持っている、オーソドックスな騎士隊だ。

			　人数も膨大だ。

			　オレは軽く飛び跳ねた。

			　軽くと言っても二十メートルぐらいはあるので、けっこうな高さだ。

			　軍勢はすごかった。

			　まず端が見えない。

			　軽く推定するだけで、五万……六万。八万……十万……？　ぐらいはいそうだ。

			　軍旗の数も豊富であった。

			　三公の一角であるグリフィンベール家の紋章に、その配下たる十二侯爵の紋章。

			　さらにその配下や、グリフィンベール家と同盟関係にある貴族もきているようであった。

			　確かに常識で言えば、これはグリフィンベール家の勝ち戦である。

			　圧倒的七英雄の父さんではあるが、貴族としては弱小だ。

			　へき地にいるのも、『魔竜との戦いでケガをした関係で隠居している』と言われていたりする。

			　実際、間違ってはいない。

			　父さんがへき地にいるのは、権力争いなどに疲れた――というのが一番の理由だ。

			　一方で、魔竜との戦いでケガで疲弊したのも間違いではない。

			　本人が言っていたのだから間違いはない。

			　ケガで疲弊してあの強さっていうだけだ。

			　まぁしかし、普通はそんなの想像できない。

			　ゆえに勝ち戦という評判が参加者を集め、集まった参加者で勝算が濃くなってまた別の貴族が参戦の意思を示す。

			（敵のゲスっぷりを思えば、参加しないとあとあとうるさそうだしね）

			　そうして膨れあがったのが、今回の軍勢というわけだ。

			　オレは地面に降り立って、軽い柔軟をした。

			　軍勢が、一〇〇メートルにまで接近してきた。

			　先頭の騎士たちが、おかしいことに気がつく。

			『なっ……』

			『ふたりか……?!』

			『それも、このような場所で……？』

			『降伏の使者では……？』

			『しかしそれなら、恭順を示す白き旗を振っているはずだが……』

			「それではわが息子レインよ。軍勢と戦うにはどうすればよいか、父であるワシが教えてやろう」

			　父さんは、軍勢へと向かった。

			　推定二十万を相手にひとりで。

		

	
		
			[image: p077.jpg]
		

	
		
			　

			軍隊との戦い方――父さん編

			　

			　軍勢を前にした父さんが歩みでる。

			　殺してくれと言わんばかりに悠長だ。

			　戸惑っていた騎士が槍を構えた。

			　後方の魔法部隊や弓隊も、詠唱を始めたり弓を構えたりした。

			　騎兵たちも、父さんを囲む動きを見せ始めた。

			　その直後。

			　ギンッ！

			　父さんが、騎士たちをにらんだっ！

			『ぐあっ……』

			『ひゃあっ……』

			　その一睨みで、騎士たちは気絶した。

			　情けないように見えるかもしれないが、父さんの圧は半端ない。

			　後ろで見ているだけのオレでも、ビリビリとくるものを感じている。

			　実際ににらまれている騎士としては、ドラゴンを前にした子ネズミの心境であろう。

			　父さんは、睨みを解いてオレに言う。

			　

			「まずこのようにして、先頭にいる兵士たちを気絶させる」

			　

			　いきなりおかしい。

			　次に父さんは、手近にあった岩に手をかけた。

			　高さ二メートル超の、見るからに重く頑丈そうな岩だ。

			　数字で言えば、一トンか二トンはあるだろう。

			「フンッ……ぬおおっ！」

			　父さんは、それを片手で持ちあげてぶん投げた。

			「ハアッ！」

			　火炎弾を放ち、投げた巨岩を跡形もなく消し去った。

			　騎士たちは、完全にほうけていた。

			『今の魔法……詠唱してたか……？』

			『してねぇ……』

			『つまり無詠唱で、あの威力……？』

			『その気になれば、連発できる可能性も……？』

			『だだだだ、だれだよ……。レリクス＝カーティスは隠居している老人だから、かつての力はないとか言ったの……』

			　前線の騎士が震える中で、父さんはオレを見て言った。

			「とまぁこのように、自分の力を見せて戦意をくじくのも手じゃ」

			　二十万の軍勢を相手にしているというのに、ゴブリン一匹を相手にしているかのような気安さだった。

			「そしてこのように、先頭の者たちを無力化しているとじゃな……」

			『怯むなっ！　怯むなあぁ！！！　我らは偉大なる三公・グリフィンベール家直属の十二爵が一爵・アドニア＝レール＝シュタイン侯爵の騎士であるぞっ?!』

			「あのように、部隊の長(おさ)が激励をかける」

			　父さんは、敵の指揮官を指差した。

			　そして次の瞬間に――。

			　

			　消えた。

			　

			　そう錯覚させるほどのスピードで動いた。

			　超スピードで敵の軍勢の中に飛び込み、激励をかけていた隊長の背後に回り、首を打って意識を奪った。

			　隊長が離脱した時に指示をだす副官のみぞおちも、剣の鞘(さや)で突く。

			　ふたりを担いで再び消える。

			　部隊から離れたところにふたりをおろし、騎士たちに言う。

			「アドニア＝レール＝シュタイン家の者に告ぐ！

			　貴公らの隊長は、レリクス＝カーティスが捕えた！

			　シュタイン家の者たちは、構えを解いて踵を返せ！」

			　威圧を受けた騎士たちは、構えを解いた。

			　先鋒を務めるシュタイン家四〇〇〇の騎士と、二〇〇〇の魔術師が無力化された瞬間である。

			「とまぁこのように、敵を容易く見渡せる広き土地では、指揮官を見つけるのも捕えるのも容易い。ゆえに短き時間でもって、多数の兵を無力化できるわけじゃな」

			　うん、おかしい。

			　矛盾はない。

			　実行できれば効果的な戦術だとも思う。

			　そして父さんが実際にやっているため、実行不可能な戦術とも言えない。

			　でもおかしい。

			　世間一般の感覚で言えば、その指揮官を倒すためにすごい手間と時間をかけてするのが戦闘っていうんじゃないだろうか。

			　なんで一連の流れが、『水を飲めば水分を補給できるのじゃ』みたいな感じで進められているのだろうか。

			　指揮官を捕縛されたシュタイン家はもちろんのこと、シュタイン家が崩れた時のために後方に控えていた人たちも唖然としている。

			　

			　まぁオレもできたけど。

			　

			　相手が反応できないスピードで動いて敵陣に潜り込む。

			　指揮官そのものが強いケースや、強力な護衛が左右に控えていることもあるが、気絶させれば倒れるので問題はない。

			　魔法使いの攻撃も、基本的には詠唱が入る。

			　詠唱が始まった瞬間に相手を倒せば問題はない。

			　指揮官のみぞおちに、拳を入れて意識を落とす。

			　敵の指揮官ゲットだぜっ！

			　そして別の指揮官を捕まえた父さんと合流し、本陣に戻る。

			「殺してはおらぬな？」

			「はい」

			「大切な存在を失った者たちの復(ふく)讐(しゆう)は、恐ろしいからのぅ。

			　殺さずに済むなら、それに越したことはない」

			　父さんの言葉には、実感がこもっていた。

			　復(ふく)讐(しゆう)に囚われた存在と、過去に接したことがあるかのような口振りだった。

			　いずれにしても、遺恨を残さないようにするなら、中途半端はよろしくない。

			　殺さないと決めたなら、殺さないようにするべきだ。

			　逆に殺すと決めたなら――。

			　

			　歴史に残る虐殺を。

			　

			　考えが、殺気となって漏れてしまった。

			　オレたちを阻もうとしていた騎士たちが怯む。

			　それを見たオレは、『やっぱ殺さないほうがいいよな』と思った。

			　殺気や敵意を向け続けてくる相手ならともかく、そうじゃない人を殺すのは気が引ける。

			　指揮官を本陣において、再び敵陣に突っ込んだ。

			　敵が前にでてくるたびに突っ込み、指揮官とか強いやつを捕えること三時間。

			　捕えた指揮官の数は千に届き、十五万の軍勢が無力化されてる。

			　こちらの被害はゼロである。

			　ひとりも離脱していないという意味でゼロならば、かすり傷を負っていないという意味でもゼロだ。

			　十二爵とかいう偉そうな肩書きの連中もいたが、気づけば全員撤退していた。

			　開始三時間での戦果としては、異様なものといってよい。

		

	
		
			　

			vsジェネラス。

			　

			　敵の指揮官を捕らえ、軍勢に白旗をあげさせ続けること数時間。

			　モーゼが割った海のように、敵の軍勢が真っ二つに割れた。

			　父さんが言う。

			「いよいよ本番じゃな」

			「本番、ですか」

			「弱いのを倒していると、強いのがでてくるのじゃ」

			　父さんの調子は、変わらず軽い。

			『お菓子は食べるとなくなるのじゃ』みたいなノリで言ってる。

			　はたして割れた軍勢の奥から、煌びやかな軍馬に乗った、偉そうな貴族が現れた。

			　数は三人。

			　ミーユの父母とその息子――本物のミーユということになっている少年だ。

			「我はダンソン＝グリフィンベールである！

			　レリクス＝カーティスよ！　なにゆえに調査すら拒むのだ?!

			　やましいものを隠しているのかっ?!」

			「我が領内に、やましき者などはおらぬ！」

			「ならばどうして隠すのだ?!

			　やましきところがないと言うなら、堂々としておればよいではないかっ！」

			「ウジが這いずる汚れた場所に、煌びやかなる宝石を配す者はおるまい！

			　やましき者を疑う前に、自らの手を洗うのじゃな！」

			　父さんの発言に、貴族のひとり――ミーユの母と思わしき女が叫んだ。

			　けばけばしい格好をした、見苦しく太った女だ。

			「こっ、このっ、無礼者が！

			　貴様が暴言を吐いたのは、三公・グリフィンベール家の当主であるぞっ?!」

			「貴公らの家が徳高きことは理解した！

			　それでは問うが、貴公ら自身はなんなのだ?!

			　グリフィンベール家の当主であることを除いた、貴公らという存在にはなにがあるのだっ?!」

			「ひいっ！」

			「おお、ゲネス！」

			　ミーユの母が青ざめよろけ、ダンソンのほうも血色を乱した。

			「……」

			　本物のミーユということになっている少年は、目を閉じ手綱を強く握った。

			　ふたりのことをあまりよく思っていないことが、遠目にもわかった。

			「ゆけいっ！　我がグリフィンベール家が誇る、四神将に十二騎士よ！

			　あの無礼者の首を取るのだ！！！」

			「「「……は！」」」

			　声が響いたのと同時、オレと父さんの周囲に魔法陣ができた。

			　オレはバックステップで回避する。

			　はたしてオレが飛んだ直後に、魔法陣があったところに火柱が立った。

			　コンマ一秒遅れていれば、かなりのダメージは受けていた。

			　一方の父さんは――。

			「なかなかの火力じゃのぅ」

			　

			　食らっているのに平然としていた。

			　

			　四神将に十二騎士と呼ばれた全員が、父さんのほうに向かった。

			　四人が同時に切りかかり、六人が弓矢などの道具を構え、残り六人が魔法でサポートの体勢に入る。

			　あれ……とオレが思った直後。

			　背後に強い気配を感じた。

			　振り返ると同時――。

			『あなたの相手はわたくしですよ？』

			　声と共に、銀色の長剣。

			　チラりと入った視界の先には、赤尽くめの格好をした男。

			　そいつが伸ばした長剣を、身を翻(ひるがえ)して回避する。

			　だが敵は、気づけばまたも後ろのほうに。

			　今度の敵は、巨大なカマを持っていた。

			　斬撃がくる。転がって回避する。

			　オレは右手から魔法を放つ。

			「ファイアボルトッ！」

			　男は、手を突きだして受けた。

			　災害指定種の大王スクイッドでも丸焦げにできる威力だが、男にとっては白い手袋に焦げ目がついた程度のダメージしかなかった。

			「ミスリル糸で編んだ手袋に、わずかとはいえ焦げ目をつけるとは……将来有望ですねぇ」

			「オマエ……何者だ？」

			「本来の名で言えば……契約妖魔・ジェネラス。一般にも浸透している名で言えば――」

			　男は自身の帽子を押さえ、鋭い眼光をオレへと向けた。

			　

			「魔竜殺しの七英雄がひとり、正義の使徒・ジャスティ」

			　

			「若いころの父さんに、一撃でやられたっていうやつか……」

			「異常でしたねぇ、彼は」

			　ジェネラスは、へらりとした苦笑を浮かべた。

			　突っ込んでくる。オレは剣を縦にして受ける。

			　ギャリィンッ！

			　火花が散った。剣圧で押される。

			　背後に気配。ジェネラスだ。

			　空を切り裂くようなカマによる斬撃を、前転で回避する。

			　すると胸元に違和感が。

			　ゼリー状の魔力の玉が、胸板にくっついていた。

			　数は四。

			　嫌なものを感じたオレは、ふたつを握って即座に燃やした。

			　でも遅い。

			　ジェネラスが指を鳴らすと、胸板についたままのふたつが爆発を起こした。

			　煙幕めいた煙があがる。

			　オレは素早く後ろにさがる――と。

			　煙の奥からジェネラスが、赤い風のように突っ込んでくる！！！

			　かろうじて受ける。かろうじて避ける。

			　ファイアボルトで距離を取り、息を吐いて意識を集中。ジェネラスの気配を探る。

			　そしてふと、違和感に気づく。

			（父さんがいない？）

			　父さんだけじゃない。

			　ミーユの父母や、大量にいた軍勢などもいない。

			　周囲の景色はそのままなのに、オレとジェネラス以外が消えてる。

			「気がつきましたか、クトゥフフフ」

			　ジェネラスは、とても楽しげに笑った。

			「ここはわたくしの幻想世界。

			　首を切られても心臓をえぐられても脳漿を破裂させても、死ぬことはありません。

			　悪夢と疲労で二、三日寝込むことはあるでしょうがね。クトゥフフフ」

			　ジェネラスが切りかかる。両手に剣を持った二刀流。

			　雨だれのような斬撃。オレはかろうじて回避する。

			　背後にあった巨岩が、一瞬で細切れになった。

			　ジェネラスの左手にあった剣がポフリと消える。

			　ジェネラスは、右手の剣を鞘(さや)に納めた。

			「ちなみにレリクス＝カーティスは、わたくしの力を知っています。

			　わたくしに襲われているあなたが、死なないことを知ってます」

			　剣が抜かれた。

			　水滴のような魔力の玉が、散弾銃のように襲いかかるっ！

			「ハアッ！」

			　オレは炎の壁を作った。

			　壁にぶつかった魔力の玉が、当たった端から爆裂していく。

			　そして今までのパターンからすれば――。

			（後ろだっ！）

			　オレは振り向き斬撃を放つ。

			　予想的中。ジェネラスはいた。剣ではなくて、カマを持っているほうだ。

			「おおっ」

			　ジェネラスは素直に感嘆の声をあげ、後ろにさがる。

			　カウボーイハットのような赤い帽子に、切れ目が入った。

			「この短時間であわせてくるとは……やりますねぇ。クトゥフフフ」

			　ジェネラスはつぶやくが、オレは遊ぶつもりはない。

			　剣を地面に叩きつけ、衝撃の波を起こす。

			　ジェネラスの足元の地面が、火山のように破裂した。

			　このまま一気に――。

			　と、思ったのに。

			　

			　ジェネラスは消えていた。

			　

			　またも背後に回ってた。

			　オレは必死に身を翻(ひるがえ)し、ファイアボルトを放った。

			　ジェネラスは指を鳴らす。互いの魔力が交差して爆発。

			　飛び散ったオレの魔法が、ジェネラスの周囲の地面や木に当たった。

			　小さな爆発がいくつも起きて、地面がえぐれて木が倒れる。

			「そしてレリクスという男は、強いのですが英雄であり、それゆえに甘い」

			　ジェネラスが指を鳴らす。

			　空間に円形の窓が生まれ、外の様子が見えた。

			　父さんひとりに、十六人が攻撃をかけていた。

			「彼ら、彼女らには、怯まず怯えず自身の力を限界まで絞り尽くして戦うための催眠魔法をかけております。そしてレリクス＝カーティスは、高潔な魂を持った英雄です。それがゆえ、意思のない人間を殺すことにためらいを持ちます。

			　あなたとて、糸で操られている子どもは切れないでしょう？　クトゥフフフ」

			　オレは察する。

			「つまりオマエもあの十六人も、目的はただの時間稼ぎか……！」

			「わたくしが今回受けた依頼は、ミーユ嬢・抹殺のお手伝い――でございますからね」

			　それを聞いた直後、オレの中にスイッチが入った。

			　時間稼ぎということは、別働隊がミーユたちのところに向かっているということ。

			　マリナやリリーナがいるとは言っても、絶対に安全とは言えない。

			　一気に突っ込む。

			　ジェネラスの指の隙間に、八本のナイフ。

			　右手の指の隙間に四本。左手の指の隙間にも四本だ。

			　同時に投射。

			　それはかなりのスピードであったが、オレにはスローに見えた。

			　瞬時にすべてを打ち落とし、ジェネラスに斬撃を入れる。

			　ジェネラスは、袈裟型に切れた。

			　けれども、わかる。

			　今のは残像。ただの幻影。本物は――。

			（左！）

			　振り返り際に斬撃を放つ。

			　ジェネラスは、目を見開いて後ろにさがった。

			　オレは突っ込む。フェイントも混ぜた四つの斬撃。

			　ジェネラスが持つ二刀の剣の、片方が折れた。

			「これはこれは、今までとは動きが……」

			　つぶやくジェネラスの顔面に目がけて、ファイアボルト。

			　それは顔面に打ち当たる――が。

			　やはり幻影。

			　そして気づくと、オレの周囲には銀色の短剣。

			　一本や二本ではない。

			　百や二百でも足りない。

			　四方八方、どこを見ても銀色の短剣の切っ先が視界に入ってきてしまうほどの短剣が、オレを取り囲んでいた。

			　短剣で作られたドームの中に、閉じ込められたと言ってもいい。

			「ファイアボルト！」

			　試しに魔法をぶつけても、バチりと火花が散るだけだ。

			　ドームの外でジェネラスが叫ぶ。

			「すべてを穿ち刻む汝は、げに美しき刃――サウザントプリズン！」

			　千本の短剣が、オレに向かって飛んできた。
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			四神将の強襲。

			　

			　レインがジェネラスと対峙する直前。ミーユたちがいる屋敷。

			　ミーユらは、レインたちの戦いを広い食卓で見守っていた。

			　戦場の端に設置されていた水晶玉から送られてきた映像を、ビジョンボードと呼ばれるハーフミスリル製の素材で作られた板に映している。

			　大きさは、大型テレビ級である。

			「レイン様もレリクス様も、すさまじいですね……」

			「さすがはご主人さまですにゃ……」

			「人外離れしてるぜな……！」

			　リン、ミリリ、カレンの奴(ど)隷(れい)三人娘が感想を漏らすと、リリーナが言った。

			「あの程度が相手なら、当然と言えば当然だな」

			　優雅な仕草でハーブティをすすり、クッキーを食べる。

			　リリーナの感覚から言えば、二十万の軍勢は『あの程度』であった。

			　そんな中、マリナがミーユを気遣った。

			「へいき………？」

			　不安そうにうつむいていたミーユのおなかを撫でる。

			　手つきは、穏やかでやさしい。

			　ミーユの子どもがレインの子どもでもあると思うと、それだけで愛おしかった。

			「レリクスさんもレインも強いんだけど……。

			　あのぐらいの軍勢を蹴散らすぐらいなら、四神将の人たちでもできるから……」

			「そう………。」

			「レリクスや少年を止めるには至らんと思うがな」

			　リリーナは淡々としていた。

			　そんな中、レインの背後に赤いコートを着た男が迫る。

			　銀色の剣で攻撃を咥え、それと同時に――。

			　レインが消えた。

			　

			「レイン?!」

			「ご主人さまっ?!」

			「ジェネラスか……」

			　マリナたちが動揺を見せる中、リリーナは落ち着いていた。

			「ジェネラスって、矛盾の妖魔のですか?!」

			「ああ、そうだ」

			「レインでも、そんな敵は危ないんじゃ……」

			「そこは大丈夫だろう」

			　慌てるミーユではあるが、リリーナは落ち着いていた。

			「やつが好きなことは強者を切ること。

			　得意なことは強者を切ること。

			　生きる意味は強者を切ること。

			　それゆえに、強者を殺すことはためらう。

			　特殊空間に入り込む結界も張った今、少年が殺されることはない」

			「でもですが、レリクスさんにも、十二騎士とよくわからない人たちが四人も……」

			「確かに少々、腕が立つようではあるが……」

			　リリーナは、目を細めると言い切った。

			「レリクスにとっては赤子と同じだ」

			　ただそれはそれとして、自身の肩をぐるりと回す。

			　右手をグー、パーと握ったりもする。

			「………。」

			　マリナもゆっくり立ちあがる。

			「守って。」

			　ミーユをリリーナに任せると――。

			　

			　扉に向かって猛チャージ！

			　

			　それと同時に、扉にピシリとヒビが入った。バラリと割れる。

			　四神将が現れる。

			　マリナのパンチが放たれるっ！！！

			　

			　ゴシャアッ……！

			　

			　扉を切ったばかりの金髪の青年の顔面に、マリナの拳が突き刺さる。

			「なっ……?!」

			　続いてマリナは、武骨な顔立ちをした黒髪の男に回し蹴り。

			　めきりと腕のひしゃげる音がし、黒髪の男を吹き飛ばす。

			　男が壁に激突した。壁は爆弾でも使われたかのように吹き飛ぶ。

			「ルークスさん！　クロガネさん！」

			　ヒーラーの少女が、回復魔法を入れようとした。

			　マリナは右手に魔力を込めて、少女も殴り飛ばそうとする。

			　だがしかし、右方向から強力なプレッシャー。

			　足を止めると眼前を、白い矢が通った。

			　マリナは相手を確認しない。

			　相手を見やるより早くに、氷のツララを展開し、一直線に打ち放つ！

			　時速三六〇キロで突き進む八本のツララに対し、相手は素早く矢を放つっ！

			　その矢はマリナのツララを砕き、マリナ本体へと向かう！

			「んっ………！」

			　マリナは素早く回転し、八本の矢を回避する。

			　回避された矢は地面に当たり、真珠色の波紋を作った。

			　ヒーラーの回復を受けたルークスが、光の魔法弾を放つ。

			　マリナは氷のバリアを張った。

			　直撃は避けたものの、勢いは殺し切れない。爆風に煽られる。

			　マリナの体が派手に吹き飛ぶ。

			　廊下から食堂のテーブルを越えて、壁に叩きつけられた。

			「っ………。」

			　かなりのダメージを受けたらしい。

			　立てないでいる。

			「っ……」

			「はにゃっ……」

			「ぜな……」

			　リンとミリリにカレンの三人が、マリナを見つめて絶句する。

			　レリクスとレインには劣るとはいえ、常識外れの力を持っているマリナ。

			　そのマリナが、四対一とはいえやられるなんて――。

			　一方のミーユは、マリナを襲った四人を見ていた。

			　その顔は、蒼白だ。

			「オマエらは――」

			　金髪の青年――四神将のルークスが、皮肉めいた笑みを浮かべて言った。

			「おひさしぶりですね……ミーユ様」

			「四神将のオマエが、どうしてこっちに……？」

			「ジェネラス様からのご命令でしてね。

			　十二騎士と偽の四神将が戦っているうちに、あなたの首を取ってこい――と」

			　ミーユの体が、小刻みに震える。

			　ミーユにとって、グリフィンベール家の守護者とも言える四神将は、強さの象徴でもある。

			　しかもその四神将は、マリナに立てないほどのダメージを与えた。

			　絶望するのも無理はない。

			　金髪の青年――ルークスは、そんなミーユの心境を見て取った。

			　ナイフを取りだし、ミーユの足元に投げる。

			「ご自害ください」

			　冷徹な宣言。

			　ただその声音には、ほんのわずかにやさしさがあった。

			「我々の狙いは、あなただけです。

			　あなたがご自害してくださるなら、ほかの方には手をだしません」

			「本当か……？」

			「我が剣と魂に誓って」

			　ミーユは地面のナイフを引き抜く。

			「そんなのダメで――はにゃあっ！」

			　ミリリが止めようとしたが、ルークスの剣気に押されてしまった。

			　雷撃でも受けたかのように怯み、目もあけていられなくなる。

			「ミリリ！」

			　リンが後ろから抱きしめるように支え、かろうじて息を整えた。

			　ルークスのほうを見る。

			　ただ目があっただけであるのに、首を絞められているかのような圧力を感じた。

			　リリーナの声が響いた。

			「格の違いに怯えているのか？　リン」

			　ともすれば、侮辱とも言える言葉。

			　しかしリンは無言であった。リリーナの言葉が、真実であったからだ。

			　リリーナは、フッとほほ笑む。

			「彼らは確かに実力者だ。戦士に格があると言うなら、かなりの位置に行くだろう。

			　が――」

			　リリーナは、マリナのほうをチラりと見やった。

			　したことは、もう本当にそれだけだ。

			　それだけなのに、マリナの傷は全快した。

			　立ちあがれないほどのダメージを、かすり傷以下のものに変えた。

			　リリーナは言う。

			　

			「今この場には、魔竜殺しの七英雄がいることを忘れるな」

			　

			　リリーナは、自身の指をパチリと鳴らした。

			　リンとミリリとカレンに加え、マリナのステータスが平均三万も上昇する。

			「……場所を変えましょうか」

			「うん。」

			　苦戦と長期戦を察したルークスが言うと、クロガネたちが窓から裏庭に降り立った。

			　リンやミリリも、マリナたちをチラチラと見ながら裏庭にでる。

			　マリナとミーユに、ルークスが残る。

			「あの……、ええっと……」

			　いまだナイフを握っているミーユが、なにか言おうとしていたが――。

			　ごちん。

			　マリナがミーユの頭を、軽くげんこつした。

			「だめ。」

			「……」

			「死ぬのは、だめ。」

			　くり返し諭されて、ミーユは返す言葉がない。

			　無言でうつむく。

			「守るから。」

			　穏やかながらも確かなる強さがあるその雰囲気は、聖母さながらであった。

			　ミーユのことをやさしく抱いて、裏庭へとおりる。

			「実の子を殺そうとする父母がいるというのに、他人の子を守ろうとする少女もいる――か」

			　ルークスは、ひとりぽつりとつぶやいた。

			　マリナのあとを静かに追って、裏庭へとおりる。

			　ルークスの胸中は、神のみぞ知る。

		

	
		
			　

			マリナたちの戦い。

			　

			　戦いが始まった。

			　マリナが剣士ルークス、リンが槍使いクロガネ、ミリリが弓師のロッカと対峙する。

			　金髪の剣士ルークスは、陣容を見て思う。

			（頭に羽がついている女とリリーナ様は、ミーユ様のおそばで護衛――か）

			　しかし考えている隙は、ルークスにはなかった。

			　マリナが無言で突っ込んでくる。

			　両の手から伸びるは、氷の剣。

			　ルークスは、自身の剣を縦にして受ける。

			　ギリィンッ！　と激しい音が鳴り、蒼い火花が美しく散った。

			（これは……）

			（………。）

			　ルークスとマリナ。互いが互いに舌を巻く。

			　今回ルークスが持っているのは、神器ではない。

			　神器のほうは、レリクスを抑える十二騎士のひとりに貸している。

			　それでも今回の装備は、かなりの業物である。

			　特殊な力がないだけで、単純な強度と切れ味は神器に近い力を持っている。

			　マリナが作りだした氷の剣は、そんな剣とほぼ互角。

			（それを無詠唱で作りだすとは……、流石はレリクス殿のご子息の婚約者だ）

			　逆にマリナからすると。

			（かたい………。）

			　ザッと下がって距離を取り、氷のツララを八本だした。

			　一気に放つ。

			　独特の軌道を描いて進むツララを、ルークスは剣技で落とす。

			　マリナはわずかに顔をしかめた。

			　無詠唱の魔法では、ルークスは倒せない。

			　かと言って、詠唱のための時間があるのかと言うと――。

			　ルークスが突っ込んできた。

			　マリナは剣で迎撃する。

			　二刀の剣をクロスさせ、切りおろしを受ける。ルークス、素早く剣を引く。

			　横薙(な)ぎの斬撃。

			（はやい………！）

			　リリーナの加護を受けているマリナでも、そう思える速度。

			　かろうじてさばき、剣を振る。ルークスは、後ろに下がった――かと思いきや、すぐさま剣を振ってくる。

			　単純なステータスで言えば、マリナはルークスよりも強い。

			　しかしルークスの洗練された動きは、究極に無駄がない。

			　無論マリナとて、素人ではない。

			　幼いころから、あのレリクスと訓練をしている。

			　剣術だけでも、そこらの一流は圧倒できる。

			　だがルークスは、超一流の剣士であった。本来の適性が魔術師であるのに、剣士のルークスと接近戦で渡り合えているのがおかしいとも言える。

			　が――。

			（………。）

			　マリナは、リンとミリリのほうも見る。

			　クロガネの、三段突きをさばくリン。しかし槍の穂先を器用に突きあげられた。

			　槍が浮く。致命的な隙が生まれる。

			　だがクロガネは動かない。

			　というよりも、動けない。

			　ナイフを構えているカレンが、ジトォ……と目を向けている。

			　もしも迂(う)闊(かつ)に踏み込めば、リンを突けても自分が刺される。

			　カレンの攻撃を回避しながら、リンを突破できるルートは――。

			　などと模索させるほど、リンも甘い戦士ではない。

			　相手がコンマ一秒も逡巡すれば、体勢を立て直すことができる。

			　本来であればこういう時に相手を矢で射るロッカは、ミリリに翻弄されていた。

			　ミリリは小さな体で円を描くようにして動き、癒し手のソフィーネを狙っている。

			（杖さえ取れれば、なんとかなりますにゃ……！）

			　それを守るのがロッカだ。

			　弓矢を構え、矢を放とうとする。

			　しかし狙いが定まらない。

			　ミリリの動きが素早い上に、砂や泥でかく乱してくる。

			　一方のミリリも、楽な戦いではなかった。

			　必死にかく乱できてはいるが、攻めるための隙が見えない。

			　前にでようと思った刹(せつ)那(な)に、ロッカの矢が飛んでくる。

			　カカカカッ！

			　トンファーで弾く。

			（はにゃあっ……！）

			　ダメージはないが、矢の衝撃は重い。チャージをかけることはできない。

			　第二陣が飛んでくる。

			「にゃあんっ！」

			　横に跳び、かろうじて回避する。ミリリに回避された矢は、背後の木々を貫いた。

			　一見すると互角の戦い。

			　だが実際には、互角であればマリナたちが勝利する。

			　それは支援者の差だ。

			「……」

			（はっ……、あっ……！）

			　涼しい顔のリリーナに対し、ルークスサイドの癒し手・ソフィーネは息が荒い。

			　この世界における支援魔法や回復魔法は、かなり高度な術式だ。

			　癒し手のソフィーネも、呪杖の性質も合わせ持つ神器・ミストルテインを使用している。

			　それでようやく、三人分の支援と回復をできている。

			　ただ杖を構えているだけで、ブリザードの中に置かれているかのような消(しよう)耗(もう)がある。

			　一方のリリーナは、完全に素だ。

			　その気になれば、紅茶もすすえるであろうほどの余裕を見せている。

			　それでいて、使用している術式はソフィーネよりも遥かに高度。

			　自然治癒力で言えば、ソフィーネは仲間の治癒力を一八〇倍に引きあげているのに対し、リリーナは三〇〇〇倍に引きあげている。

			　これによって、急激な身体能力向上によって壊れてもおかしくない体を、壊れないよう維持している。

			　そんなことができるのが、魔竜殺しの七英雄の力だ。

			（このままではまずいな……）

			　劣勢を察したルークスが叫ぶ。

			「クロガネ！　ロッカ！　ソフィーネ！　オーダーをかけるぞ！」

		

	
		
			　

			無能なるダンソン。

			　

			「やりますねぇ、クトゥフフフ」

			　オレが斬撃を放つと、ジェネラスは楽しげに笑った。

			　剣を打ち合う。

			「しかしわたくしのプリズンを、あのような方法で回避なさるとは」

			　ジェネラスは、地面のほうに目を向けた。そこにあるのは大きな穴だ。

			　ナイフが刺さる直前、オレは地面に穴をあけた。

			　そこから潜って突き進み、ジェネラスに奇襲をかけた。

			　生憎防がれてはしまったが――。

			　ジェネラスの右手が怪しく動く。オレはファイアボルトで牽制を入れる。

			　でていたナイフが弾かれる。

			「これは少々、本気をだしてみたくなりますねぇ」

			　ジェネラスは、大きくさがって距離を取る。

			「今までは、本気じゃなかったっていうのか……？」

			「まぁ、はい」

			　ジェネラスはうなずいた。

			　右手でじゃらりと、ナイフを取りだす。指の付け根に挟まれたそれは、合わせて四本である。

			「わたくしが得意としている魔法は、よっつあります。ひとつ目が洗脳。ふたつ目が幻影。みっつ目が幻想世界――イモータル・ワールド。そしてよっつ目が――」

			　ジェネラスは、右手と左手を交差させた。四本のナイフが八本になる。

			「任意の物質の数を二倍に増やす術法――『ダブル』です。

			　性能も質量もまったく同じ物体を、そっくりそのまま複製できます」

			「ナイフを増やしていたのは、手品じゃなかったっていうわけか」

			「その通りですねぇ、クトゥフフフ」

			　ジェネラスは、またも不敵な笑みを浮かべた。

			「そしてこのダブル、ひとつ特徴がございまして……」

			　ジェネラスは、自身の帽子に手を当てた。

			　

			「「わたくし自身も、増やすことができます」」

			　

			　ひとりのジェネラスがふたり。ふたりのジェネラスが四人に増える。

			「「「「ナイフと違い、四人が限界ではございますが――いかがですかな？」」」」

			　四人がそれぞれ突っ込んできた。

			　オレは二人目と三人目をファイアボルトで牽制し、先頭のやつと剣を混じらす。

			　鍔迫り合い。

			　そこに四人目が、カマを持ってやってくる！

			　タイミングで言えば回避不可。絶体絶命の状態。

			　だがオレは、意外にも余裕があった。

			　四人目のジェネラスに目をやり、イメージを固める。

			　ジェネラスが斬撃を放とうとした瞬間――。

			　

			　ひとつの影が現れて、ジェネラスに斬撃を放つっ！

			　

			　斬撃は、四人目のジェネラスの胸元をかすめた。

			　致命には至らなかったが、怯ませるには充分だった。

			　目の前にいたジェネラスの剣も弾いて距離を取る。

			「「「「それは……」」」」

			「真似させてもらったよ」

			　オレがだしたのはオレだ。雷と炎を混ぜて作った、オレの形をした魔力塊だ。

			　その数は三。

			　オレ本体も含めれば、ジェネラスの数と同じ。

			　互いに交差し、剣をかわす。

			　ひとりのオレがジェネラスを斬ると別のオレはジェネラスに斬られ、最後の分身は相打ちになった。

			　オレの本体とジェネラスは、斬撃をかわしあう。

			　ジェネラスが言った。

			「以前から、温めていた技なのですか？」

			「アンタのダブルを見るまでは、考えてもいなかったよ」

			「それでこの精度とは……」

			　ジェネラスは腕を振る。虚空から鎌(シツクル)を召喚し、『ダブル』で増やす。

			　一本を二本。二本を四本に増やし、そのうち二本を投擲してきた。

			　オレは二本の鎌をいなした。刃が頬をかすめるが、治癒魔法で治す。

			　ジェネラスが突っ込んできた。

			　オレは雷を剣にまとわせ、ジェネラスに対抗する。

			　二本の鎌を振るジェネラスの、破壊的な斬撃を受ける。

			　ジェネラスの瞳が怪しく光った。

			　オレの意識がぐらりとゆれる。

			（幻影魔法か……?!）

			　察したオレは、気合いを発した！

			「ハアアッ！」

			　その一喝で、幻影は剥がれる。

			「クトゥフフフ、楽しいですねぇ。クトゥフフフ」

			「オレはできれば、さっさと終わらせたいところだけどなっ！」

			　オレはジェネラスに突撃をしかけた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レインが七英雄・ジェネラスと互角の戦いをくり広げていた時。

			　レリクスは、十六人の騎士を相手に無傷であった。

			　斬撃をいなし、飛んでくる矢を睨むだけで爆破。魔法は素手で軽く切り裂く。

			　丈夫さを自慢しているヨロイの男を、拳で吹き飛ばしたりもした。

			「ふぅむ……」

			　しかし相手は倒れない。

			　殺気をまとっていないせいだ。

			　レリクスは英雄だ。

			　レリクスは善人だ。

			　困っている人をほうってはおけず、自らの身をいとわずに魔竜を倒した。

			　雨に打たれる赤んぼう――レインのことを放っておけず、実の息子として育てた。

			　しかしそれでも、相手が自分を殺すつもりであるなら容赦はしない。

			　そこでためらわない程度には、現実を知っている。

			　しかし目の前の騎士たちは、殺気を一切まとっていない。

			　こういう相手に、レリクスは弱い。

			　殺さずに制圧を――と考えてしまう。

			　しかしながら騎士たちは、十六人でレリクスにかかれば、手加減をしているレリクスの足止めぐらいはできる。

			　とは言うものの、ギリギリだ。

			　神器を借りて必死になって、かろうじて立っていられる。

			　それでも傍目から見ていると、レリクスが押されているように見える。

			　ゆえにそんな状況を、快く思わない者もいた。

			　ダンソンだ。

			「おのれっ、おのれっ、おのれぇ……！

			　神器を借りておきながら、老いぼれひとりに手間取るとは……！」

			　無能なるダンソンは、十六人の奮闘に気づかない。

			　思い通りにしたいことと、思い通りになることの区別がつかない。

			　つかないままに、金色の神器を取りだす。

			　本物のミーユということになっている少年が、反射的に声を発した。

			「それは別動している四神将の方々をこちらへと転送する、転送の神器では……？」

			「その通りだが？」

			「それはいけません。現時点において、ジェネラス様の策に乱れはございません。

			　父上のなさろうとしていることは、計画の破綻を招きかねません。

			　ましてその神器は、ひとたび使えば丸一年のあいだは霊峰にて月の魔力を浴びせる必要があるはず。このような場面で使うべきものでは……」

			「ハッ」

			　実の息子ということになっている少年の忠言を、ダンソンは鼻で笑った。

			　それに同意するかのように、ダンソンの妻が言った。

			「あなたはいつから、わたくしたちに意見ができるような立場になったのですか？」

			「…………」

			　少年は押し黙った。それを言われると弱い。

			　自分は所詮、替え玉だ。

			　実の娘でさえも平気で取り換える親ならば、ただの替え玉を取り換えるなどは造作もない。

			　ダンソンは、神器に自身の魔力を込めた。

			　そうすることで、事前に神器のカケラを渡していた相手をここに呼び寄せることができる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンソンが暴走を始めたのとほぼ同刻。

			　マリナたちの戦線は半壊していた。

			　リンがクロガネの槍に腹部を突かれ、ミリリがロッカの矢雨を受けて倒れる。

			　カレンはルークスが飛ばした斬撃に、体を真っ二つにされた。

			『やりますねぇ、クトゥフフフ』

			　そしてジェネラスが笑う。

			　陽炎のようにゆらいだ体が、半透明に透けている姿だ。

			「貴様か……！」

			『ここにいるのは、四神将の方々の魔力を借りている姿ですがね。

			　軽い自我と幻影魔法は使用できても、それ以外はできません。クトゥフフフ』

			　ただしその『軽い』魔法で、リンとミリリとカレンは自分が絶命する幻影を見せられて倒れた。致死には至ってないものの、丸三時間は目覚めない。

			　ミーユは倒れてこそいないものの、自我を保つので精一杯だ。

			　ミーユは、ミリリたちとは違い、父母から受けた罵倒のトラウマを再現させられている。

			　一方のリリーナは、自身の力で弾いてる。

			　そしてマリナも、悪夢のような幻影を見せられていた。

			　マリナにとってはもっとも恐ろしいと言える光景だ。

			　つまりレインが、こんなことを言う幻影だ。

			『マリナ……。実を言うとオレは、オマエなんか大嫌いなんだ』

			　しかしマリナはツララを飛ばし、パァンッ！　と弾いた。

			「今のは………にせもの。」

			『わかるのですか？』

			「ほんものは………、もっと………、かっこいい………。」

			　マリナが生みだした幻影はかなり美化されていたのだが、マリナ的には足りなかった。

			『なるほど、なるほど。クトゥフフフ』

			　ジェネラスは、帽子を押さえて笑った。

			『しかして五対二のこの状況。はたしてどうなるのでしょうねぇ。

			　リリーナがいる以上、これでもまだまだ、我々が不利とは言えますが』

			「それは即ち、わたしを高く評価している――ということか？」

			『治癒魔法のオーバーブーストによる身体強化は、驚異的ですからねぇ』

			　などと言うジェネラスであるが、声にも顔にも余裕がでていた。

			　自分が鍛えた四人であれば、いかにリリーナがいても分があると踏んでいた。

			　実際、読みは当たっていた。

			　リリーナとマリナは、徐々に押される。

			　単純な戦力の差に加え、精神的な余力の差もある。

			　ルークスたちは、リリーナとマリナ、もしかしたらミーユも……？　と、三人に気を配るだけでいい。

			　六人に配っていた意識が鋭角化され、マリナたちに向かっていく。

			　ことここに至ったのなら、ミーユは自分も戦おうと思った。

			　だがしかし、幻影が苛(さいな)んできた。

			　父母の幻影が見える。自分をひどく罵倒してくる。

			　レインの幻影も見える。幻影のレインも、やはり自分を罵倒してくる。

			『オマエなんで生きてんの？』

			『こんなに人に迷惑かけて、よく平然としていられるな』

			『オマエがいなけりゃ、ここにいる誰も傷つかないんだけど？』

			　ジェネラスの精神体が放った幻影は、〈その本人がもっとも言われたくないこと、思いだしたくない記憶、危惧していること〉が脳裏に浮かぶ。

			　今のミーユは、もっともレインに言われたくない言葉を、直接に受けている。

			　頭が痛い。

			　吐き気がひどい。

			　歯を食い縛って耐える。

			　マリナは死ぬなと言ってくれた。死んではダメだと言ってくれた。

			　マリナはレインの恋人だ。一番の恋人だ。

			　そんなマリナが言うのなら、レインも同じに決まってる。

			　これは幻影。幻影だ。

			　必死になって言い聞かす。

			　ミーユのその踏ん張りは、戦いにも影響を与えた。

			　ひとりでもそこにいる限り、四神将はミーユから意識を外すことはできない。

			　リリーナとマリナだけではなくて、リリーナとマリナとミーユに意識を配分する必要がある。

			　わずかひとり分ではあるが、今はその差が大きい。

			　ふたりの戦線を維持している。

			　しかしそれにも、限界がきた。

			　カレンたちにも補助をかけていたリリーナが、わずかに崩れる。

			　ルークスの凶刃が、リリーナの頭部へと迫る。

			　二〇センチ、一〇センチ。

			　五センチ、四センチ、三センチ。

			　そしてコンマ〇・二センチまできたところ。

			　ルークスの体が、突如光り輝いた。

			　リリーナに届くはずだった刃が、リリーナの体をすり抜ける。

			「なっ……?!」

			　そうして、消えた。

			　クロガネ、ロッカ、ソフィーネの体も、白い光に包まれる。

			「これは……」

			「ダンソン様の、転送の神器……?!」

			　三人も消えた。

			　三人の魔力を借りて顕現していたジェネラスも消えた。

			　ダンソンが、転移の神器で呼び寄せたのだ。

			　危機は去った。

			　ミーユが浴びていた幻影も消える。

			　しかし――。

			「う、え、えっ……？」

			　ミーユが、青ざめてうなった。

		

	
		
			　

			勝利！

			　

			　無能なるダンソンのもとに、ルークスら四神将が転送された。

			「ダンソン様……？」

			「フン、きたか」

			　ダンソンは、鼻を鳴らすとレリクスたちのほうを見た。

			「見ての通りだ。あの老いぼれは、十六人を相手に苦戦しておる。

			　貴様らが加われば、勝利も容易にできるだろう」

			「……」

			　その発言に、ルークスたちは眉をしかめる。

			　確かに素人が見れば、レリクスは苦戦している。

			　しかし一線級の実力者が見れば、手加減があることは明白だ。

			（あの十六人を相手に、『手加減』をできる余裕があるとは……）

			　というのが、ルークスの率直な感想であった。

			　一方で思った。

			（それでも我らが加われば、あるいは……？）

			　戦士としても、たぎるものがそこにはあった。

			「ゆくぞっ！」

			　ルークスは走る。

			　クロガネ、ロッカ、ソフィーネも続いた。

			「苦労をかけたな！　イドルフ！」

			　自らの聖剣を貸していた部下に声をかけ、自身の剣を投げ渡す。

			　代わりに聖剣を受け取った。

			　レリクスに切りかかる。

			　マリナとの戦いにおける影響はない。

			　体力は消費しているが、気力が満ちに満ちている。

			　自身の人生の中で、過去最高の状態と言えるかもしれない。

			　勝利とは言わずとも、善戦程度は――。

			　ルークスは、そう考えた。

			　一方のレリクスも、ルークスの雰囲気にただならぬものを感じた。

			　ほとんど半ば無意識で、手加減を切り替えた。

			　虫も殺さぬ手加減を、虫なら死んでしまうかもしれない加減に。

			　デコピンを放つ。

			　

			　その一発で、ルークスは吹き飛んだ。

			　

			　眉間にロケットでも取りつけられたかのように吹き飛んだ。

			　地面に何度も叩きつけられて転がると、大きな岩にぶち当たって止まる。

			　その岩は大きくへこみ、衝撃の強さを物語る。

			「ヒ、ヒール！　ヒール！　ヒール！」

			　癒し手のソフィーネが、必死にヒールを連打した。

			　致死はまぬがれたものの、意識を戻すには至らない。

			　それを見て、ほかの騎士たちも理解した。

			　レリクスを相手に善戦できていたのは、レリクスの温情にすぎなかった。

			　ほんの少しでも本気をだせば、自分らなどは土くれに変わっていた。

			　これでなお戦う気など、起きてくれるはずがない。

			　レリクスの足止めをしていた十六騎士に、無事だった三神将。

			　戦いを見ていた数万の兵士たち全員が、武器を捨ててひれ伏した。

			「きっ……貴様ら！　なにをしている！　戦え！　戦わんか！！！」

			「誰のロクを食み、今まで生きてきたと思っているのですか?!」

			　無能なるダンソンとその妻が、青ざめて叫ぶ。

			　二十万の兵を用意した。

			　勝てるはずの戦いだった。

			　勝てるのは当たり前。重要なのは、どう勝つか。

			　それを考える戦いであった。

			　それが相手はたったのふたり。

			　たったのふたりに蹂躙されて、残った兵も武器を捨てた。

			「やめましょう……父上」

			　ミーユということになっている少年が、馬をおりた。

			「魔竜殺しの七英雄には、手をだしてはいけなかったのです。この場においてはこうべを垂れて、レリクス様の慈悲にすがるしかないかと」

			「だっ……黙れ黙れ黙れえぇ！

			　三公のダンソンが、下級貴族の慈悲にすがるだと?!　ふざけるでないわあぁ！！！」

			　しかし立ち向かう勇気を、ダンソンは持ち合わせていない。

			　馬の手綱を強く引き、自身の馬を反転させた。

			　金にモノを言わせて買った、最高級の軍馬だ。

			　本気をだせば、三歩で十メートルは進む。

			　元々の距離を鑑(かんが)みれば、追いつけるものではない。

			　が――。

			「流石におヌシを、逃がすわけにはいくまいて」

			　

			　レリクスは、わずか一歩で軍馬を追い越していた。

			　

			　跳躍の名残でダンソンの手前に浮かび、自身の拳を叩き込む。

			　バゴオォンッ！！！

			　爆発音のような音が響いた。

			　ダンソンは落馬する。

			　どしゃっ、どしゃっ、どしゃっ。

			　豚のような音を響かせながら転がる。

			　顔は深く陥没し、殺虫剤を浴びたハエのようにぴくぴくと動くだけの存在になる。

			「ワシと戦った騎士たちは、これを何発も受けていたのじゃがのぅ」

			　レリクスは、やれやれとつぶやいた。

			　そして同刻。ジェネラスはつぶやいた。

			「四神将を引き戻すとは……自ら勝ち目を潰しましたか」

			　そこにレインの刃が迫る。

			　ジェネラスは避けなかった。ザン――と、胸元に刃が走る。

			　赤いコートにできた裂け目を撫でて、ジェネラスは笑みを浮かべた。

			「いやはや、すばらしいですねぇ……」

			　レインは左手を前につきだし、ファイアボルトを発射した。

			　それはジェネラスの傷口に、的確に当たった。

			　ジェネラスの背後の空間と空に、ヒビが入った。

			「あなたの勝ちですよ。クトゥフフフ。

			　今の魔法の衝撃で、幻想世界の維持ができなくなってしまいました。

			　現実(外)で続けることも、やぶさかではございませんが――」

			　ジェネラスは、狂気めいた笑みを浮かべる。

			　怪しく光る怪しい瞳で、にやりと言った。

			「そうすると、『殺り合い』になってしまいますからねぇ」

			　それはレインを以ってして、怖気を走らせる狂気であった。

			　人間の形の奥に潜む、異形の怪物の姿を見せられたかのような気分だ。

			　形容しがたく名状しがたい、異質の空気。

			　それは勝てる勝てないを考える以前の、根源的な恐怖をレインに与えた。

			　しかしこの空間においては、完全なる勝利。ジェネラスは、細かい霧となって消えた。

			　空間も崩壊し、元いたところへと戻る。

			「レインよ。無事に戻ったか」

			「はい、父さん」

			　レリクスは、ダンソンとその妻、本物のミーユということになっている少年を縛りあげていた。

			　そして言う。

			「勝敗は決した！　戦意なき者に手はあげん！

			　大人しく自領へと帰り、経緯を報告するがよい！！！」

			「「「ははあっ！」」」

			　敵だった兵たちは、まるで部下のようにうなずいて去って行った。

			　

			　完全勝利！

		

	
		
			　

			戦後処理・ミーユ編。

			　

			（だきっ………！）

			　屋敷に戻ると、マリナがいきなり抱きついてきた。

			「ええっと、マリナ……？」

			「………。」

			　マリナはなにも言わなかった。

			（ちゅっ………。）

			　なにも言わずにキスをしてきた。

			「したい………。」

			　と言って、自身の巨乳をさわらせてきた。

		

	
		
			[image: p134.jpg]
		

	
		
			　頬を赤らめ求めてくるのは、いつものマリナと言えばマリナだ。

			　しかしあんな戦いがあったあとに『いつものマリナ』をしているというのは、やはりおかしい。

			　なにかを隠し、誤魔化そうとしている雰囲気もある。

			　恐らくなにかあるのだろうが、マリナの意思を尊重した。

			　寝室に入る。

			　マリナはオレの上にまたがり、積極的に腰を動かす。

			「あっ、あっ、あっ………。」

			　吐息はいつもよりも艶めかしくて、オレは大いにそそられた。

			　いつもよりも早いタイミングでだしてしまう。

			「はっ………、あっ………、んっ………♥」

			　マリナも同時にイッたらしい。オレの上に乗ったまま、ぷるぷると震えた。

			　オレのを咥えこんでいるお○んこも、キュウキュウに締まって前後に動き、オレの精液を搾り吸おうとしてきた。

			「はあっ………、はあっ………。」

			　マリナがオレにしなだれかかる。

			（ちゅっ………。ちゅっ………。）

			　そしてかわいくキスをしてくる。それでも腰は動かして、快楽の余(よ)韻(いん)を貪ってくる。

			「ご、ご主人さま……！」

			「わたくしたちのことも、よろしければ……」

			「今日はいっぱい、サービスするぜな！」

			　ミリリたちもやってきた。

			　五人でするにはすこし狭いベッドであったので、お風呂場に移動する。

			　ミリリを抱いてリンを抱き、カレンにおっぱいで挟んでもらった。

			　体を丹念に洗いっこしたあとは、湯船に入る。

			　マリナとカレンが両隣に座り、ミリリがオレの足のあいだに納まる。

			　オレはマリナを軽く抱き寄せ、乳首をキュンッ♥　と摘まんで言った。

			「それでいったい、なにを隠しているんだ？」

			（びくっ。）

			　マリナの体が小さく震えた。

			（………。）

			　なにも言わずに、オレの肩に顔を押しつけたまま黙る。

			（すりすりすり。）

			　まるで誤魔化すかのように、顔をこすりつけてきた。

			「話さないといけないことなら、話しておいてほしいんだけど」

			「おこらない………？」

			「怒らない」

			「ぜったい………？」

			「絶対」

			「やくそく………。」

			　マリナが小指を立ててきた。

			　歌はなかったが、お互いに結び合う。

			「………。」

			　しばらくそのままでいたが、マリナは静かにオレから離れた。

			　湯船からあがる。滑らかなお尻がとてもキュートだ。

			「きて………。」

			　と手を伸ばされたので、手を握る。

			「浴場の掃除は、わたくしたちがしておきます……」

			　全裸のリンが、デッキブラシを持って言った。

			　行為の余(よ)韻(いん)で頬が赤らみ目はとろけ、股のあいだから垂れた精液が太ももを伝ったりはしているが、仕事は仕事でやるようだ。

			「ミリリもしますです……にゃあ」

			「任せるよ」

			「はい……」

			　脱衣所で服を着る。ゆっくりと歩く。

			　向かう先は、ミーユの部屋として使っていた客間。

			　マリナはノックし、ドアをあけた。

			「ミーユ。」

			（びくっ！）

			　部屋の隅で影が動いた。

			　うずくまっているせいでわかりにくいが、服と髪から、ミーユだろうな、と思った。

			　部屋にいたリリーナが言った。

			「しょ、少年か！」

			「うん」

			　リリーナに返事をしながらも、オレはミーユをじっと見ていた。

			　マリナがオレの手を離す。ミーユに近づき、耳打ちをした。

			（こしょこしょこしょ。）

			「ほんと……？」

			「うん。」

			　ミーユがオレのほうを見る。

			　不安に満ちたその目の色は、捨てられかけた子犬のようだ。

			「えっと……、あの……、その……」

			「うん」

			「ボク……言ったでしょ？　赤ちゃんが……って」

			「言ったね」

			「それがどうしてそう思ったのかって言うと、毎月くるのがこなかったから……なんだけど」

			「うん」

			　そしてミーユは、ぽつりと言った。

			　

			「きちゃった……」

			　

			「え……？」

			　オレは呆然とした。

			　一般的な婦女子であれば、当たり前にくる月のもの。

			　今月のミーユは、それが全然こなかった。

			　ゆえにミーユは、できてしまったのだと考えていた。

			　その報告を父母にした結果、絶縁されて学校をでて、戦争にまでなった。

			　それらの経緯を考えた上での、『きちゃった』である。

			　オレが呆然としていると、オレのミーユは、頭を抱えて地に伏した。

			「ふえぇん……」

			　リリーナが言う。

			「話を聞いたところ、ミーユ＝ララ＝グリフィンベールは、避妊魔法を三重にかけていた。

			　強力な術師がそれをすると、月のモノ自体が止まることがある。

			　平凡な術師がやってもそうはならん上、強い魔術師がやっても体質差があるため一般的には広まっておらんがな」

			　すこし前にした会話を思いだす。

			『使ってたよね……？　避妊魔法』

			『使ってたよ！　特に最近は激しかったから、解けないように三重で！』

			　オレやマリナに比べると一段劣るが、ミーユは強い魔術師だ。

			　条件的には、完全に一致する。

			「ふえぇん……」

			　うずくまったミーユから、本日二度目の『ふえぇん……』が聞こえた。

			「はははは……」

			　オレの口から、乾いた笑いが漏れてきた。

			　複雑な気分だ。

			　怒りとかはないのだが、虚脱感がすごい。

			　ミーユのことも、どうしようかと思う。

			　悪いことをしたわけではない。ただちょっと、カンチガイをしただけだ。

			　しかしなんにもなしというのも、どうかと思ってしまう程度には複雑だ。

			「父さんには伝えた？」

			「すでにわたしが伝えておいた」

			「父さんは、なんて？」

			「『我が息子レインを想っておるなら、ワシにとってはそれがすべてじゃ』と言っていたな」

			　流石は父さん。最高の父親だ。

			　ただオレは、そこまで人間ができていなかった。

			『嫌いにはならないよ、絶対。ただそれはそれとして、ちょっとしたことには付き合って』

			　と言った。

			　それから数日後。

			　ミーユの月のモノが治まった時期を見計らって、特注の服を着せた。

			　ノースリーブで裾は短く、背中のラインは丸見えのセーターだ。

			「は、裸より恥ずかしいんだけど……」

			　必死に裾を握ってもじもじとするミーユは、最高に愛らしい。

			　オレはキスして、ベッドの上に押し倒す。

			「あっ……待って。避妊魔法……まだ」

			「使わせないから」

			「えっ?!」

			　驚(きよう)愕(がく)にゆがむミーユの谷間に、オレのやつをくちゅりとあてがう。

			　つぷ……つぷ、つぷ。

			　ひさしぶりなことも考慮して、いつも以上にゆっくりと入れていく。

			「ハあぁんッ……♥♥♥」

			　ひさしぶりなこともあるのだろう。ミーユはオレを抱きしめて悶えた。

			「ああっ……。だめっ……。待って……。待って……。赤ちゃんできちゃう、ホントにできちゃうぅ……！　ハぁーんッ……！♥！♥♥！！！」

			　オレのやつをキュウキュウ締めつけ背を仰け反らせ、ビクビクとイっているクセに口ではそう言う。

			「だめだってばぁ……ほんと。ちんちんとっても気持ちいいけど、だめだってばあぁ……！

			　ハあンッ、ハあぁン……！　はッ、あッ……！」

			　といった感じで、中にだしまくった。

			　できるならよし。できないのなら、時期ではなかったということで諦める。

			　

			　結論から言うと、できなかったけど。

		

	
		
			　

			戦後処理・偽ミーユ編。

			　

			　ミーユとのコトが終わった時と前後した日のこと。

			　父さんとオレは、ダンソンたちからの使者を待っていた。

			『どうしましょうか、父さん』

			『領主自らが参戦する場合、遺言状を書くのが普通じゃ。その遺言状には、戦死の際には誰が家を継ぐのかも記す。領主が捕虜になった場合、そこに記されていた者に統治権が移る』

			『その統治権を持っている領主からの使者を待つのが、一般的な作法……ということですか？』

			『そういうことじゃ』

			　ということだったので、待っていた。

			　待っていると使者はきた。

			　宣戦布告を告げてきたのと同じ、王国の使者だ。

			　オレは領主である父さんと、当事者とも言えるミーユと並んで外にでる。

			　ワイバーンからおりた使者は、父さんを見ると言った。

			「まさか勝利なされるとは……」

			「危ういところもあったがの」

			「それでも勝ってしまうとは……さすがは、七英雄の中でも『最強』と謳われたレリクス様ですな」

			「それよりも手紙じゃ。持ってきたのであろう？」

			「はっ、はいっ！」

			　使者の人は巻物状の手紙を渡すと、ワイバーンに乗って去って行く。

			　父さんは、巻物状の手紙を広げた。

			「ハハハ。なるほどのぅ」

			「なんて書いてあったのですか？」

			「それについては、ダンソンめの前で読みあげるとしよう」

			　父さんは、メイドのメイさんに指示をだす。

			　十分後。

			　縛りあげられているダンソンとその妻に、ミーユということになっている少年が現れた。

			「三公のワシに、このような無礼を働くとは……！」

			「七英雄だか知りませんが、田舎領主の分際で……！」

			「…………」

			　ダンソンとその妻はいまだ見苦しくうめくが、偽ミーユである少年は押し黙っていた。

			「その件なんじゃがの……」

			　父さんは、巻物状の手紙を読みあげる。

			　

			「親愛なるレリクス＝カーティス殿へ。

			　私は叔父のダンソンとは違い、細かな謀略が苦手である。

			　ゆえに率直に言おう。

			　

			　私は今回の件、ダンソンを擁護しない。

			　

			　領主たるもの、戦争に敗北することは許されない。

			　敗北は、兵を損耗させる上、家の威信を傷つける。

			　威信というと、貴族の見栄と思われるかもしれない。

			　しかし威信が傷ついた家は、交渉などでも不利になる。本当に負けられない戦いの時も、集まってくれる兵が減る。それゆえに、戦争に負けてはならないのである。自らしかけた戦争となれば、なおさらである。

			　個人的な感情としても、ダンソンにはよき印象がない。

			　今回の件は、『起こるべくして起きた』が正直なところだ。

			　しかしこちらの立場上、『殺してくれ』とは言い難い。

			　捕虜になってしまっているなら、『返してください』と言わざるを得ない。

			　そういう意味では、ダンソンの身柄を一応は求める。

			　その道中でなにがあろうと、貴公に責を求めはしない。

			　盗賊に襲われ死したとしても、そういう定めであったのだろう、と思うだけだ。

			　ダンソン＝グリフィンベールの代理人・リチャード＝グリフィンベール」

			　

			　すさまじい嫌われっぷりであった。

			　これはもう、帰れたところで居場所がないのではないだろうか。

			　しかしダンソンの行動を思えば、これぐらいは当然だ。

			　権力のもとに好き勝手やっていた人間が権力を失えば、当然こうなる。

			「以上を踏まえて、どうするかのぅ」

			　父さんは剣を抜く。試すような視線を、三人に向ける。

			　オレは無言でミーユを見つめた。

			　ミーユは無言で首を振る。

			「レインたちにしたことは……、許さないし、許せない。二度と関わってほしく……ない」

			　ミーユは、涙ぐみながらもつぶやいた。

			　感傷はある。

			　悲しみもある。

			　どんなにひどい人間とはいえ、親は親。

			　愛してほしい未練の気持ちが、消えてなくなるはずはない。

			　が――。

			「貴様――！　なんという口の利き方だ！！！」

			「そもそもあなたが、もっとしっかりしていれば……！」

			　ダンソンとその妻は、ふたりそろってミーユを責めた。

			　ミーユは無言で目を伏せる。その目には、白い涙が光っていた。

			　オレはミーユの手を握る。その手は小さく震えていた。

			　愛してほしいということと、愛されるということは違う。

			　どうしようもない人間は、本当にどうしようもない。

			　親になってはいけないような身でありながら、親になった人間はいる。

			　そのような人間に愛されたいと願うことは、それがすでに大いなる悲劇だ。

			　ミーユも頭と理性では、それをしっかり理解している。

			　理解しつつも、心がそれを否定する。

			　愛されたいと願い続ける。

			　これほどのことをされたというのに、父母に怒りをいだけない。

			　怒らない。

			　怒らない。

			　怒らない――から。

			　

			　ボクを大事にしてください。ボクのことを愛してください。

			　

			　そんな想いが、手を繋いでいるだけで伝わってきた。

			　ミーユのためにも、こいつらは殺すべきである。

			　でなければ、ミーユは一生、未練で縛られてしまう。

			　その時だった。

			　ミーユということになっている少年が、口を開いた。

			「お助けください」

			「……」

			「正直に言えば、おれはミーユ様の偽物です。

			　ミーユ様が学園から戻ったあたりで、『入れ替わる』予定でした」

			　偽のミーユは、淡々と語った。

			　しかし『入れ替え』を受けた本物のミーユがどうなるのかは、バカでもわかる。

			　怒りの気持ちが強くなる。

			「そうして、おれは、ダンソン様に拾われた身です。

			　ダンソン様がいなければ、飢えか寒さで死んでいくはずでした。

			　思い通りに動く人形として――ですが、それでも拾われ、救われたのです。

			『ミーユ』としての、ぜいたくもしました。

			　味のよいものを食べ、温かなベッドで眠ることもできました。

			　親子としての愛情はありませんが、食事と寝床の恩義はあります。

			　ここにいるふたりは、偽のおれに騙された――ということにでもしてください」

			「そうなると、オマエの処刑は確実なんだが？」

			「ダンソン様と出会わなければ、飢えと寒さで死んでいました」

			「なるほど……」

			　オレは手を向けたまま押し黙る。

			　偽のミーユは、瞳を閉じて覚悟を決める。

			　体は小さく震えていた。

			　それでなお、恩は恩として返そうとしている。

			　ミーユがか細くつぶやいた。

			「こっちの『ミーユ』は、許してあげて……」

			　涙を、ぽろぽろとこぼす。

			「この『ミーユ』も、ボクだから……」

			　意思を持たない操り人形。

			　情に飢え、ゆえにそれを与えてくれた人に従う。

			　たったひとつの選択肢しか与えられなかったがゆえ、たったひとつの選択肢を選んだ。

			　ここの『ミーユ』も、つまりはそういう存在だ。

			「はぁ……」

			　オレはため息をついた。

			　父さんに目線で確認を取ると、ダンソンとその妻の拘束を解く。

			「好きにしろ」

			「す……？」

			「今回ばかりは、『ミーユ』に免じて見逃してやる。だからさっさと、どっか行け」

			「とっ、当然だな。『三公』を処刑したとなれば、ほかの三公も黙ってはおるまい」

			　ダンソンは、ズボンについた泥を払った。

			　どうもダンソンの頭の中では、『理屈はこねたが三公の威勢に屈した』ということになっているようだった。

			　妻といっしょに去っていく。

			　拘束されている『ミーユ』のことは、一瞥もくれなかった。

			「さて……」

			　オレは残った『ミーユ』を見下ろす。

			　偽のミーユは、なにも言わずにうなだれていた。

			　オレにはまるで、首を差しだしているように見えた。実際、そうなのだろう、と思った。

			　けれども、体は震えたままだ。

			　死への恐怖に、怯え切った姿であった。

			　オレはすっと右手を伸ばした。

			　バチンッ！

			　魔法で拘束を弾く。

			「っ……？」

			「オマエのことは、ミーユが『助けてあげて』って言ったし」

			「あれは、ダンソン様のことでは……？」

			「いや、オマエだよ」

			「…………」

			『ミーユ』はしばし押し黙る。

			　置かれている状況が、今ひとつ飲み込めないようであった。

			　ぼんやりしたまま、父さんを見たりした。

			「いかに卑賤な輩と言っても、恩人は恩人として義理を通そうとする姿……立派じゃ……！」

			　父さんは泣いていた。

			　押さえられた目頭の隙間からも、滲んだ涙が見えている。

			「年を取ると、涙腺がもろくなっていかんのぅ……」

			　殺されることはないと悟ったらしい『ミーユ』の水色の瞳から、涙がはらりとこぼれて落ちた。

			「えっ……、あっ、あっ……」

			　涙をこぼす自分自身に戸惑いながらも、涙そのものは止まらない。

			　ぽろぽろはらはら、こぼれ続ける。

			「ふえっ……えんっ、ごめんな、さい。ごめんな……さい…………」

			「謝ることはないだろう？」

			「はい……」

			『ミーユ』は、深く頭を下げた。

			　この偽ミーユは、ウチの屋敷の使用人として雇われることになった。

		

	
		
			　

			ダンソンの末路。

			　

			　レインらが、偽のミーユを許した時の後日。

			　ダンソンとその妻は、森の中を進んでいた。

			　土を踏みしめ木の根を越えて、ヤブをかきわけて進む。

			「どうしてこのダンソンが、このような目に遭わなければならないのか……」

			「しかしダンソン、どうしますの？

			　わたくしたちの家は、リチャードめに取られたようですが」

			「そんなもの、このダンソンが戻ればどうにでもなるわ」

			「流石は、わたくしのダンソンですわ」

			　その発言は、間違ってはいなかった。

			　腐敗貴族のダンソンではあるが、同類からの支持は厚い。

			　一般的に三公と言えば、竜のようなものである。

			　尾に触れることですら、一般人には死の象徴だ。

			『吾輩は、三公のダンソン様と親交があってねぇ……』と手紙をチラりと見せてやるだけで、下級や中級はもちろんのこと、上級貴族でも押し黙る。

			　そんなアイテムである『三公の手紙』を、ワイロとおべっかでくれるのがダンソンである。

			　一方のリチャードは、そのあたりに厳しい。

			　家の力を知っているゆえ、滅多なことで手紙はださない。

			　相談を持ちかけられても、どちらに義があるのかを精査する。

			　性根の腐った貴族からすれば、うとましいところではあるのだ。

			　ダンソンが戻ったと知れば、相当数がダンソンを支持する。

			　それが『三公』の力でもあった。

			　それゆえに、ダンソンはくり返す。

			「どうしてこのダンソンが、このような目に……」

			　

			「レリクス＝カーティスに手をだしたからですよ」

			　

			　そこに現れたのは、赤いコートに帽子を被った、赤ずくめの男。

			　矛盾の妖魔シェイド＝ジェネラスであった。

			「レリクス＝カーティスは、七英雄最強の男。

			　たかが二十万の兵隊で、どうにかなると思ったのがマチガイです」

			「貴様は……！」

			　ダンソンは、ほんの一瞬、怒りに震えた。

			　しかしすぐさま息を吐く。

			「まぁ、よい。ここにきたと言うのなら、領地につくまで護衛しろ」

			「クトゥフ……」

			　ジェネラスは、穏やかに笑う。

			　怪しいほどに美しいはずのその笑みは、しかし狂気を感じさせた。

			　ダンソンは気圧される。

			　逃げ場を求めるような気持ちで、妻のほうを見る。

			　ぽとり。

			　

			　妻の首が落ちた。

			　

			　赤い血を噴出して、うつ伏せに倒れる。

			　ジェネラスの右手には、血塗られた鎌。

			「条件その一、作戦中は、わたくしの指示に従うこと。

			　条件その二、依頼後は四神将の方々とわたくしを、改めて戦わせること。

			　いずれかの条件を破った場合、契約は破棄したものとしてあつかわせていただきます」

			「っ……?!」

			「あなたの依頼を受ける際、わたくしが述べた言葉です」

			「そ……そういえば、そのようなことも言っておったな……」

			「しかるにあなたは、わたくしの作戦を流し、四神将の方々を呼び戻しました。

			　これは条件その一に反する行為で、契約の破棄に繋がります」

			「だ……だがアレは、やつらを呼び戻せばあの老いぼれにも勝てそうだと……」

			「そうですか。あなたは、『そう思った』ということですか」

			　ジェネラスは、明るく軽やかな笑みを浮かべた。

			　ダンソンの気がゆるむ。

			　次の瞬間。

			　

			　ジェネラスは、ダンソンの右足にナイフを刺した。

			　

			「ぎゃあああああああああああああああああああっ！！！」

			　ダンソンが、悲鳴をあげてうずくまる。

			「いやはや、申し訳ありません。

			　契約妖魔たるわたくしとの約束を破るとは、あなたは死にたいのかと『思った』ものでして」

			「ぐひいぃ、ぐひいぃ！」

			　ダンソンは、必死になってナイフを抜いた。

			「ですがこれでおわかりでしょう？　そう思うということと、実際にそうなるということは、まったく別の概念です」

			　ダンソンは、ジェネラスの話を聞いていない。痛む足を引きずって、必死になって遠ざかる。

			「逃げられるとお思いですか？　舐められたものですねぇ。クトゥフフフ」

			　ジェネラスは、静かにナイフを取りだした。

			　ヒュオンと投げる。

			　空を切り裂き飛ぶそれは、左の太ももに刺さった。

			「ぐひいぃ！」

			　ダンソンは倒れる。

			「よい気味ですねぇ、クトゥフフフ」

			　ジェネラスは、新しいナイフを取りだした。

			　一本を二本。二本を四本。四本を八本に増やす。

			　微妙な調整を加え、百本のナイフを作りだし――。

			「刻みなさい――ハンドレッド・プリズン！」

			「ぎゃあああああああああああああああああああ！！！」

			　ドーム状の檻のように広がった百本のナイフは、ダンソンをズタズタに切り裂いた。

			　かと、思いきや。

			「ハッ！」

			　ダンソンは目を覚ます。

			　妻のゲネスも復活していた。

			「幻想世界――イモータル・ワールド。

			　わたくしが得意とする能力のひとつですね」

			　そう言って、今度は鎌をヒュンと振る。

			　ダンソンの右腕が吹き飛んだ。

			「ぎゃああっ！！！」

			　血が流れでる腕を押さえ、ダンソンは叫ぶ。

			「いっ……いったいなにが目的なのだ？

			　カネか？　地位か？　名誉か？

			　どれであろうと、このダンソンはくれてやることができるぞ?!」

			「それについては、事前にお話ししたはずですが？」

			「四神将との再戦か！」

			「しかし本命のルークスくんは、無能なるあなたがレリクス＝カーティスにぶつけたせいで、意識を失ってしまいました。目覚めるまでには、しばしの時間がかかるでしょう」

			「くっ……」

			「つまりわたくしの目的は、たったのひとつ」

			　ジェネラスは、にっこり笑って言うのであった。

			　

			「彼が目覚めるまでのあいだ、あなたで時間を潰すことです」

			　

			　ナイフを構える。

			　指のあいだに挟んだナイフは、合計八本。

			　それをダンソンに向かって投げる。

			「ぎゃああっ！」

			　ダンソンの悲鳴。

			　ジェネラスは、容赦せずに突き刺し切り裂く。

			　絶命したかと思っても、ここはジェネラスの幻想世界。

			　死ぬほどの痛みを受けても傷を受けても、一向に死なない。

			　その拷問は、ルークスが無事に目覚めるまで続いた。

			「はひひゅ……、ひいぃ…………」

			　ジェネラスが呪縛を解いてやるころには、ダンソンもゲネスも廃人と化していた。

			　頭髪は禿げあがり、豚のように肥えた体は、骨と皮だけになっている。

			「では、ルークスくんのところへと行きますか。一瞬とはいえレリクスとの戦いで、なにかを掴んでいるとよいのですがねぇ。クトゥフフフ」

			　ジェネラスは、いそいそと立ち去った。

			　ダンソンのことは、意識の片隅にも存在していなかった。

			　取り残されたダンソンとゲネスに、森のジャガーが食いついた。

		

	
		
			　

			奴隷同士の訓練風景。

			　

			　ダンソンを放牧してから、半月がすぎた日の朝。

			　目覚めたオレは、裸のマリナにキスをする。

			（………ぎゅっ。）

			　マリナが抱きついてきてしまったので、あいさつ代わりにえっちする。

			　ミリリやリンに、ミーユやリリーナがもじもじとし始めたので、全員とやる。

			「でもミーユ、よかったのか？　避妊魔法かけなおしちゃって」

			「赤ちゃんは……ほしいけど…………」

			　ミーユは口元に手を当てた。

			　ベッドの上に転がりながら、上目使いでオレを見つめる。

			「『おあずけ』に、なっちゃうから……」

			　そう言って、股を開いた。

			　恥ずかしそうに顔をそむけてはいるものの、完全なＭ字開脚だ。

			「ううぅ……」

			　オレが黙って見つめていると、怒ったみたいな目を向けてきた。

			　見ているだけの焦らしプレイは、やめてほしいという抗議だ。

			　かわいい。

			　オレはたっぷりかわいがる。

			「はあっ、あっ、あっあっあっあっ……」

			　喘ぐミーユは愛らしかった。

			　コトが終われば服を着る。部屋をでて、食堂に向かう。

			「おはようございます！」

			　金色の髪に、青い瞳の少年が声をかけてきた。

			　偽ミーユだった少年だ。

			　今は髪を後ろで縛り、執事服を着ている。

			「おはよう、ニール」

			「はい！」

			　偽ミーユ――改めニールは、元気なあいさつをしてきた。

			　このニール、とても律儀な性格をしている。

			　あのダンソンにも、恩義を感じていただけのことはある。

			「ふたり目の息子ができたような気分じゃのぅ」

			　父さんも、うれしそうだった。

			　食事が終われば、訓練をする。

			　オレたちはもちろんのこと、ニールも参加だ。

			「どの武器を選ぶんだ？」

			「では……これで」

			　ニールは、いくつかある訓練用の武器の中から、レイピアを選んだ。

			　裏庭にでる。

			「それじゃあまずはミリリとだけど……。魔法はなしでね」

			「にゃあっ?!」

			　オレが言うと、ミリリが動揺を見せた。

			「今回見たいのは、ニールの実力。

			　だけどミリリが魔法を使うと、すこし強すぎになっちゃうから」

			「はにゃうっ……♪」

			　ほめられてうれしかったらしい。ミリリが頬を赤くして、トンファーを構える。

			　ニールもレイピアを構えた。

			　右腕だけをミリリに伸ばすかのような、フェンシング風のスタイルだ。

			「けっこうサマになってるな」

			「ミーユ様の本物としても違和がないよう、武芸の訓練も受けておりましたので……」

			　などと答えるニールだが、ミリリへの視線は外していない。

			　言うだけのことはある。

			「にゃっ！」

			　ミリリがタンッと踏みだした。右トンファーの一撃。

			　ニールは素早く後ろに下がる。トンファーが、レイピアに当たった。

			　カアァン！

			　甲高い音が鳴る。

			　しかしニールは下がっていたため、隙らしい隙はない。

			　ミリリにカウンターを入れる。

			「にゃんっ！」

			　ミリリは左のトンファーで受けた。その勢いを利用してキック。

			　ニールは直撃を受けた。

			　ただしミリリの蹴りは軽い。ニールは地を蹴り距離を取る。

			　衝撃を最小限にいなし、三連突きを放つ。

			「にゃにゃにゃっ……！」

			　ミリリは押された。

			「緑の風よ、我の力に！　ウインドショット！」

			　そこに左手で魔法。

			「はにゃあっ……！」

			　ミリリは風に煽られる。

			　逆に言えばその程度だが、近い距離では致命的。

			　ミリリの白い首筋に、ニールのレイピアが突きつけられた。

			「にゃうぅ……」

			　ミリリのよさの半分もだせない魔法禁止というハンデ戦だが、ミリリは悔しかったらしい。

			　しょんぼりとうなだれた。

			「さっきも言ったけど、ニールの力を見ることが今回の目的だからね？」

			「それでも悔しいです……にゃあ」

			　ということだった。

			　励ましてやろう。

			　オレはミリリの頭とアゴの下を、同時に撫でた。

			「はにゃあっ……♪」

			　ミリリはうっとり目を細め、ノドをごろごろと鳴らした。

			　お尻の尻尾もピィンッと立った。

			　かわいい。

			「それでは次は、アタシが行くぜなっ！」

			　カレンが訓練用の棒を構えた。

			「はいっ！」

			　ニールも構え、マリナが始まりの合図を入れようとした――直前。

			「ぜなあぁ！」

			　カレンは奇襲をかけたっ！

			「えっ?!」

			　ニールは咄嗟に回避しようと身を屈めたが、背中に棒の一撃を受けた。

			　かろうじてレイピアを振るものの、カレンはすでに射程外。

			　

			　土を蹴って目潰しっ！

			　

			「ううっ！」

			「ヒャッハーだぜなぁ！！！」

			　そして大きな声をだし、自分の位置をニールに教える。

			　しかしニールが声の方向にレイピアを向けると、気配を消してニールの背後に。

			　実に細かい気配りのきいた卑怯だ。

			「ぜなあぁ！」

			　背後からぶん殴る！！！

			　ニールは倒れた。

			　カレンはニールの背を踏んで、高らかに叫んだ。

			「勝ったぜなっ！」

			「お卑怯ですにゃあ……」

			　ミリリはぽつりとつぶやいた。

			　しかしカレンは、拳を握って言い切った。

			「楽してズバッと勝てるなら、楽するべきに決まってるぜなっ！」

			「…………」

			　ミリリはいまだ、釈然としない様子であった。

			　格下が格上に勝つための策略ならばともかく、同格か格下な相手に卑怯な手を使うのは……といった感じだ。

			　オレは言う。

			「だけどカレンを当てたのは、『汚い手口にどのくらい対応できるのか』を見たかったからでもあるし」

			「ぜなぁ?!」

			　カレンはなぜか、ショックを受けた。

			「だけど実際使ったじゃん。汚い手」

			「汚いって言われるのは、心外なんだぜなっー！

			　知恵があるとか頭いいとか、そういうふうに言ってほしいんだぜなー！」

			「なるほど」

			　オレは、ハハハと笑ってみせると、倒れ伏しているニールに言った。

			「カレンを卑怯と思うかもしれないけど、負けたらどうしようもない戦いってのもあるからね。

			　そういうところでは、卑怯な手を使ってでも勝つか、臆病でもいいから逃げるとかしなよ？」

			「しかしそれでは、レイン様やレリクス様の名誉が……」

			「そういうのいいから」

			「…………」

			　ニールは、なぜかほうけてた。

			　ミーユが小さな声でつぶやく。

			「名誉を汚すぐらいなら死ねっていう考えあったからさ。

			　ボクのうち……」

			　トラウマでもあるのだろう。

			　ミーユの声は重々しかった。

			　ミーユに伝える意味も込めて言う。

			「とにかくウチは、名誉とかそういうの気にしないから」

			「あえて言うなら、名誉などを気にした結果、『家族』に死なれてしまうことが不名誉じゃのぅ」

			「は……はい！」

			　オレと父さんが言うと、ニールは感動してうなずいた。

			「それでは最後は、わたくしが戦いましょうか」

			　リンが前にでた。

			　木製の槍を構える。

			「っ……」

			　ニールも構える。

			「硬くならずともよろしいですよ？」

			　リンは言うが、ニールは硬い。

			　それはリンの威圧感のなせる業だ。

			　リンは以前に、ミリリと戦って負けた。

			　しかしあの戦いでのミリリは、道具と魔法を使ったりもした。

			　単純な近接戦で言えば、三人の中だと頭ひとつ抜けているのがリンだ。

			　そういう意味で、ニールに勝ち目はないだろう。

			（まぁでも、相手の強さがわかるのも強さのウチだよな）

			「いきますよ」

			　リンが言った。

			　同時に地を蹴る。

			　槍の先が、ふらりとゆれた。

			　と――思いきや。

			　

			　ドンッ！

			　

			　ニールは首に突きを食らって吹っ飛ぶ。

			「ぐうぅ……」

			　マリナが静かに手をあげる。

			「リンの………勝ち。」

			　ニールのほうは、起きあがれない。完全にダウンしてしまっていた。

			　勝利するとは思っていたが、ここまで圧倒的だとは思わなかった。

			　ミリリが成長しているのとおんなじくらい、リンも成長しているようだ。

		

	
		
			　

			リチャードさんはまとも。

			　

			　吹き飛ばされたニールに、リンが言った。

			「まだまだ……ガードが甘いですね」

			「ガードとかの問題なのぜな……？」

			「気によるガードができておりませんでした」

			「いったいなにを言ってるんだぜなぁ?!」

			「ミリリはもちろん、マリナ様やレイン様もできていますよ」

			　なんか褒められていたが、そんな技術知らない。

			「アタシはそもそも、『気によるガード』の意味を聞いているんだぜなっ！」

			「武器を構える相手に対し、『ここには打ち込んでも意味がない』と、

			　立ち振る舞いで伝える技術です」

			　つまりは隙ということだろうか？

			　オレがそう思った直後、カレンが代弁してくれた。

			「つまりは……隙ということぜな？？？」

			「…………」

			　リンはなぜか黙ってしまった。

			「どうして黙るぜな？」

			「どうしてわざわざ、小難しい言葉で言おうとするのかと思いまして……」

			「気のガードのほうが難しいぜなっ！」

			「そうでしょうか……」

			　ボケているわけではないらしい。

			　リンは眉をひそめていた。
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			「気でガードされている部位は、黄色く薄い膜がぼんやりと見えているわけですから、むしろわかりやす……」

			「すごい技術が前提にでてきたぜなっ?!」

			「はうっ?!」

			　リンは、ビクッと戸惑った。

			「そこそこに訓練を積んだかたなら、普通は見えているものなのでは……？」

			「そうなのぜな？」

			　カレンはオレに聞いてきた。

			　オレはもちろん、マリナやミリリも首を振る。

			　オレは父さんを見る。

			「どこに打ち込めばよいかというのは、気の盾などはなくとも相手を見ればわかるものと思うのじゃが……」

			　やはり父さんはおかしかった。

			　英語で言えば、ＹＴＯだ。

			　だがリンが、そんなスキルを持っていたとは。

			　奴隷学校的なところでも、もっとも優秀だったらしいだけのことはある。

			「流石です……」

			　一撃で打ちのめされたニールも、完璧に感服していた。

			「ちなみにそんなわたくしよりも――ミリリのほうが強かったりしております」

			「はにゃっ?!」

			「勝利したでしょう？　わたくしに」

			「一応、勝利はしましたが……」

			　ニールの尊敬の眼差しが、ミリリにも移動した。

			「はにゃあぁ……」

			　照れくさいらしい。ミリリはオレの後ろに隠れた。

			　元が劣等生だったミリリは、賛美や尊敬に慣れていない。

			　なのですぐに照れたり隠れたりする。

			　かわいい。

			（とんとん）

			　カレンがニールの肩を叩いた。

			　胸に手を当て、胸を張る。偉そうな態度だ。

			　ぜなぁ……！　という擬音が聞こえてきそうな勢いである。

			（アタシも、ニールには勝っているぜなよ？）

			　という声が、立っているだけなのに聞こえてくる。

			「えっ……、えっと……。はい。

			　カレンさんの戦いかたも、見習わないと……とは、思い……ます」

			「どうして歯切れが悪いぜなっ?!」

			　カレンはグワッと叫んだが、オレたちは笑った。

			　そんな時間をすごしていると、メイドのメイさんがやってきた。

			「お客さまです。レリクスさま」

			「どこの誰じゃ？」

			「リチャード＝グリフィンベール、と名乗られておりました」

			「ダンソンを捕虜にしたワシに、手紙を寄越した男じゃったのぅ」

			「はい」

			「手紙を読んだ限りでは、よくも悪くも、実直そうであったが……」

			　父さんは歩きだす。

			　オレもついてく。

			　マリナが腕にくっついてきた。

			「ええっと……」

			「じゅうでん………。」

			　それなら仕方ないか。オレはゆっくり歩きだす。

			　ミーユとニールが、遠慮がちについてきた。

			　ふたりについては、関係者だから当然とも言える。

			　応接室に入ると、リチャードらしき男はすでにきていた。

			　引き締まった体躯に、整った顔立ち。金色の髪に瞳。

			　ダンソンと違って精悍であるが、貴族らしさはあまりない。

			　言葉で語るよりも拳で語るほうが好きそうである。

			　父さんは、椅子に座ると端的に尋ねた。

			「何用じゃ？」

			「ダンソンが捕虜になった以上、グリフィンベール家の実権はわたしに移る。

			　しかし今回の戦いは、無能なるダンソンがここにいる『ミーユさま』を偽物と決めつけたことが発端だ。もし『ミーユさま』が、自分は偽物ではないと声をあげれば――」

			「戦争になるかもしれないってことか」

			　

			「そうなってしまうぐらいなら、わたしは家督を、ミーユさまにゆずろうと思う」

			　

			　リチャードは、だされた紅茶を静かにすすった。

			「わたしはミーユさまを、ダンソンの子であると思っていた。

			　ダンソンと似て横暴であり傲(ごう)慢(まん)であり、グリフィンベール家を衰退させる存在に感じていた。

			　しかし調査をしてみると、学園での評判は違う。

			　暗愚でも暴君でもないのなら、ゆずってもよいと考えた」

			　そしてリチャードは、ミーユをじっと見つめた。

			「さらにこのような話を聞いても、平静でいる」

			「…………」

			　ミーユは、申し訳なさそうに縮こまる。

			　これで激怒は沸点が低すぎる気もするが、ダンソンであれば激怒していた。

			　ダンソンとそっくりだった、すこし前のミーユでも同じく激怒していたと思う。

			　リチャードが望む『変化』とは、その程度でよいらしい。

			　そしてゆがんでいる人間には、二種類いる。

			　環境のせいでゆがんでしまった人間と、生まれた時からゆがんでいた人間だ。

			　ミーユは前者。

			　ダンソンは後者。

			　今はこうして、反省していることが証拠だ。

			「ゆえにわたしは、家督をゆずるのも構わないわけだ」

			「ええっと……」

			　ミーユはもじりと身をよじる。

			「実はボク。こういうわけで……」

			　オレの腕にくっついた。

			　ふにゅっ、ふにゅっ、ふにゅっ。

			　胸を強調するかのように、オレの腕に押しつける。

			「……？」

			「つまりね…………オンナノコなの…………」

			　ブーーーーーーーーーー！！！

			　

			　紅茶をすすっていたリチャードが、盛大に吹きだした。

			　

			「？！？！？！？！？！」

			　混乱大パニックで、オレにくっつくミーユを見ている。

			「グリフィンベール家の当主やるより、レインのボクをしたいなぁ……って」

			　すり……、すり……、すり……。

			　オレのミーユは、オレの腕に顔をこすらせた。

			「そういうことなら、グリフィンベール家はわたしが引き受けることにしましょう」

			　リチャードは、白い布で顔を拭く。

			　父さんが、瞳に威圧を込めて尋ねる。

			「時におヌシは――ミーユが『ゆずれ』と言えば、本気でゆずる気でおったのか？」

			　心にやましいことがあるなら、昏(こん)倒(とう)はまぬがれないような威圧だ。

			　横で眺めているだけで、肌がピリピリとしてくる。

			　だがリチャードは、さらりと流した。

			「わたしにとって重要なのは、グリフィンベール家の存亡。

			　無能なるダンソンのせいで威信が落ちてしまっているところで家督争いなどすれば、三公からの失脚もありえる。そのようなことになれば――」

			　意味深につぶやいたリチャードは、しかし言葉を途中で止めた。

			「やめておこう。

			　それよりも、ミーユさま。家督をゆずるなら、ここに一筆いただけないでしょうか？」

			　リチャードは、契約書を二枚だす。まったく同じ文面のそれは、オレたち用とリチャード用だ。

			　変な仕掛けも文面もないことを確認し、ミーユとリチャードは両方にサインした。

			「それでは、これで」

			　リチャードは、丁寧に頭をさげた。

			　馬に乗って去っていく。

			「えへへへ、へへ……」

			「どうした？　ミーユ。変な声だして」

			「三公じゃなくなったっていうことは、ボクはもう、レインのボクなんだなぁ……ってさ。

			　えへへへ、へ……」

			　かわいい。

		

	
		
			　

			新たなる旅立ち。

			　

			　リチャードとの邂逅があってから、さらに半月がすぎた。

			　オレはマリナと訓練をしていた。

			　場所はいつもの荒野だ。

			　オレが右手、左手でワンツーパンチを放つと、マリナは器用に受け流す。

			　マリナ、カウンターに掌底。

			　氷の魔法も携えたそれは、オレを軽く吹き飛ばす。

			　魔力の障壁も張っていた影響でダメージは最小限だが、なかなかの衝撃だ。

			　マリナが周囲にツララを浮かばせ、一直線に放つ。

			　オレが火炎で撃墜すると、蒸気が舞った。視界がホワイトアウトする。

			　オレは目を閉じ気配を探った。

			　円を描くように動くマリナの気配と、飛んでくるツララ。

			　そして声。

			「アブソリュート………。」

			　水蒸気が凍り、オレを一気に閉じ込め始める！

			　しかしオレは冷静に、地面をえぐった。

			　火炎魔法で器用にえぐり、マリナの足元にまで穴を掘る。

			　マリナはそれに気づいていない。凍りつく蒸気のほうを見ている。

			　ツウッ。

			　オレは完全に無防備な太ももを、指でなぞった。

			「あっ………。」

			　マリナがびくっと小さく震えた。

			　カクッと腰砕けになり尻餅をつく。

			「オレの勝ちだな」

			「うん………♪」

			　オレは土からでるついでに、マリナを後ろから抱きしめた。

			　敗北を喫したマリナだが、そこはかとなく満足そうでもあった。

			　オレのマリナは、『全力をだした上でオレに負けて組み伏せられる』みたいなシチュエーションを好む傾向がある。

			　ちょっとえっちで、エムっ気があるのがマリナだ。

			「地形が変わっているのですが……」

			「マリナさまの魔法の余波で、ミリリの体も冷たいですにゃぁ……」

			「レインばっかり目立つけど、マリナもけっこうすごいよな……」

			「ぜなぁ……」

			　リンやミリリにミーユやカレンも、そんなふうに言っていた。

			　だがリリーナは、言った。

			「まぁしかし、準備運動といったところだろうな」

			　事実であった。

			「それではゆくぞ。レイン」

			「はい」

			　父さんに、礼をして構える。

			　自然体の父さんに対し、オレは一気に飛びかかる。

			　地を蹴った反動で地面がえぐれた。

			　二十メートル近くあった距離は、コンマ一秒にも満たない合間にゼロへと変わった。

			　木剣を振るう。

			　父さんは、わずかに身をかがめて回避する。

			　懐に潜られかけるが、素早く下がる。

			　牽制のファイアボルト。

			　牽制と言いつつ、二三〇〇度の炎雷だ。並大抵の戦士やモンスターなら、一瞬で焦げる。

			　だが父さんは、その程度なら素手で弾く。

			　弾かれた炎雷は横手の岩に直撃し、岩を真っ二つに割った。

			　父さんによる、ファイアーボールのカウンター。

			　オレは新技を使った。

			　雷の自分を複製する『ダブル』。

			　猛烈な火球は、ダブルの腹部を素通りしていく。

			　オレはさらに『ダブル』を増やした。

			　ひとりのオレをふたりに増やし、ふたりのオレを四人に増やす。

			　一体の分身と本体のオレで、二方向から切りかかる。

			　残った二体の分身は、後方で待機だ。

			「なるほどのぅ」

			　分身の攻撃は、まともに食らえばもちろんのこと、ガードしても雷撃で痺(しび)れる。

			「フンッ！」

			　父さんは、睨むだけで分身を飛ばした。

			「うええっ?!」

			　それは流石に想定外。オレは反射で後ろに下がる。

			　ビシッ。

			　父さんが、親指で虚空を弾いた。

			　空圧弾が飛びだしてくるっ！

			　オレは体をくるりとひねり、かろうじて回避する。背後の樹木が、べしりと折れた。

			　展開していた分身二体を、父さんへと向かわせる。

			「ムンッ！」

			　父さんは、両手を伸ばして二体を飛ばした。

			　オレはその隙を狙った。一気に前にでる。

			　木剣に雷撃を流し、それを一気に横薙(な)ぎに――振る振りをして投げた。

			「むっ！」

			　父さんも、これは普通に回避する。

			　オレはサッとブレーキを踏むと、魔法の力を両手に込めた。

			「焼き焦がせ――サンダーストーム！」

			「ぬおおおおっ！！！」

			　オレが放った渾身の魔法は、父さんを中心とした半径三メートルの空間を雷撃で満たした。

			　ミリリやカレンはもちろんのこと、マリナでも黒焦げになりかねない出力だ。

			　周囲の地面も、ガラス状に溶けている。

			　ただし父さんは無傷。

			　多少の焦げ目はついてるが、逆に言えばそれだけだ。

			「やるのぅ、レイン」

			　とオレを褒めてる。

			　そして手刀の寸止めが、オレの首筋に入った。

			　明(Ａｋｉ)らかにおか(Ｏｋａ)しい気(Ｋｉ)がするＡＯＫＩだが、父さんなので仕方ない。

			　父さんを超えるのは、まだまだ先でありそうだった。

			　そんな感じで訓練を終えたら、転移用のドアを使って学園に行く。

			　色々あったりはしたが、なんだかんだで無事に復学できている。

			　学園からすると、オレとの関係が途絶えてしまうのは、かなり避けたい様子であったし。

			　ただしミーユは、男装のままだ。

			「スカートって、なんていうか、こう……。足とか……見えるし……」

			　まぁ要するに、『露出度的に恥ずかしい』ということだ。

			　かわいい。

			「オレには毎日、もっと恥ずかしいところを見せているのにな」

			「ううぅ～～～～～」

			　オレがへらりと笑って言うと、真っ赤になってもだえた。

			　それはとても愛らしいので、通学前に一発やった。

			「じと………。」

			　とマリナがうらやむジト目で見つめてきたので、マリナのことは前と後ろで三発やった。

			　学園では、主に魔法の授業をやった。

			　オレは教える側だった。

			　ほかの生徒はもちろんのこと、先生たちも並んでいた。

			『すごすぎて参考にならないですな……』

			『基本的にはその通りですが、威力にこだわらないのであれば応用できる部分も……』

			『確かに……』

			　そんな感じでメモを取り、オレの技術を盗もうとしている。先生が。

			　そして魔法はイメージだ。

			　オレがすごい魔法を実演してみせることで、ほかの生徒の魔法も強化されてる。

			　そして夜がくれば――。

			「………（ぬぎぬぎ。）」

			　マリナがいそいそ服を脱ぐ。

			　リンやミリリにリリーナやミーユも日によって休むのだが、マリナだけは皆勤賞だ。

			　四つん這いから始まる日とか騎乗位から始まる日とか、正常位から始まる日などはあったりするが、しない日はない。

			　今日は四つん這いの日であった。

			　頬を染め、お尻と顔をこちらへ向ける。

			「焦らさない………で。」

			　かわいいマリナは、恥ずかしそうに言った。

			　顔はもちろん、お尻の穴もとてもキュートだ。

			　そんな感じの日々であったが、これだけではよくない、とも感じていた。

			　その気持ちに気づいたのは、父さんだった。

			　組手が終わったところで言う。

			「悩んでおるようじゃのぅ、我が息子レインよ」

			「はい」

			　オレはうなずいて言った。

			「父さんとの訓練は、ためになっていると思います。

			　ただオレは、もっといろんな相手と戦うべきではないかと思いまして」

			　学園生活も楽しいが、教える側となっては成長が難しいし。

			「前回の戦いが、尾を引いておるようじゃのぅ」

			　父さんは、自身のアゴをさすって言った。

			　実際、その通りであった。

			　ジェネラスは強かった。

			　かろうじて勝利はしたが、もう一度戦って勝てるかというと怪しい。

			　それに――。

			「ワシが相手では、殺意をもってかかる相手との訓練はできんしの」

			　ということだ。

			　やはり一回、武者修行的なことをしたい。

			「そういうことなら、南東にあるブランドラ。その南にある竜人の里がよいじゃろう」

			「二ヶ所、ですか」

			「ブランドラは、単純に大きい街じゃ。

			　ギルドなどの施設があれば、犯罪者などもおる。

			　荒事を求めるのであれば、ちょうどよい修行になる」

			「懐かしい響きだな」

			　リリーナは、フフフ……と笑った。

			「ブランドラと言えば、異常増殖した八〇体のワイルドワイバーンを、レリクスがひとりで退治していた都市だ」

			「ほうっておくと、都市が壊滅しかねなかったからのぅ」

			　父さんの口調は軽かった。

			　ひとつの都市を滅ぼしかねないワイバーンの群れが、ハエの大群と大差ないあつかいになっていた。

			「まぁしかし、ブランドラなら手ごろではあろうな」

			　リリーナもうなずいた。

			　こうしてオレは、住み慣れた土地を一旦離れ、修行の旅にでることにした。

			　ブランドラはよくわからないが、竜人の里というのは楽しみである。

			　竜人の里に行くのは、ブランドラとかいう街のあとになりそうなんだけど。

		

	
		
			　

			空飛ぶボートと雨。

			　

			「はにゃあぁ……！」

			　家の外。ミリリが両の手をかざし、土魔法を使用する。

			　マリナの氷とオレの炎でぐちゃぐちゃの泥と化した地面から、モーターボートの形が生まれた。

			「偉いぞ、ミリリ」

			「はにゃうっ……♥」

			　ミリリをしっかりと褒めて、火炎魔法を発射した。モーターボートを焼いて固める。

			　ミリリの魔力が残ってるため、これでけっこう固くなる。

			「行くか」

			「うん。」

			「にゃうっ！」

			　オレたちは乗り込んだ。

			　オレとマリナに、ミリリとミーユ。

			　カレンとリンとリリーナも乗り込んでいるため、かなりの所帯だ。

			　なお学園は、『休学』ということになっている。

			　オレとしては自主退学でもよかったのだが、学園側から『休学でお願いします！！！』と言われてしまったのだ。（リリーナは元々正規雇用ではないため、自由に動ける）

			「それではの」

			「はい」

			「ご無事で！　レイン様！」

			　父さんとニールの送迎を受けて、オレは両手に魔力を込めた。

			　ハンドルから伝わった魔力が、後ろの排気口にまで流れる。

			「ん………。」

			　マリナが氷で道を作った。

			　オレは火をだす。

			　

			　ボウンッ！

			　

			　モーターボートは、一気に進んだ。

			　オレの魔力がこもった船は、時速一五〇キロはだしている。

			　流れる風が気持ちよければ、流れる景色も爽快だ。

			　すると背後に気配を感じた。

			　後ろのほうをチラと見る。

			「おぉーい」

			　父さんだった。

		

	
		
			[image: p194.jpg]
		

	
		
			　時速一五〇キロはでているはずのボートを、普通に走って追いかけてきていた。

			　しかもお互いの距離は、すごい勢いで縮まっている。

			　父さんの高速移動だ。

			　オレはゆっくり、ボートを止めた。

			「なんですか……？」

			「ちと忘れ物をしてのぅ」

			　父さんは、息も切らさずに言うと、懐から手紙をだした。

			「竜人の里についたら、これを『スケイル』に渡しておいてくれ。

			　ワシからと言ってくれれば、伝わるはずじゃ」

			「はい、わかりました」

			「うむ」

			　オレは再び車をだした。

			　父さんは、にこやかに手を振っていた。

			「レインの父さん、このボートに走って追いつこうとしてたぜな……？」

			「そこはやっぱり、レインの父さんだよな……」

			「すごいです……にゃあ」

			　カレンらが、そんなふうに言っていた。

			　ボートは進む。

			　氷を作るマリナの魔力が重要なので、疲れたら言うように言ってある。

			（くい、くい。）

			　隣のマリナが袖を引いたら、速度をゆるめる。

			「どうした？」

			「きゅうけい………したい。」

			　オレはボートを止めてやる。

			（ちゅっ………。）

			　マリナはほっぺにキスをしてきた。

			　豊満なバストを押しつけるかのように、オレに体を寄せてくる。

			「マリナ……？」

			「上が気持ちよくなると、下も気持ちよくしてあげたくなる………。」

			　オレの手を取り、股の付け根にいざなった。

			　一言で言うと濡れていた。

			　触れた瞬間わかるぐらいの湿りけだった。

			　ちょっとどうかと思ったが、マリナなので仕方ない。

			　それで普通に始めるあたり、オレもマリナのことは言えないが。

			　青空の下でするのって、爽やかで気持ちいいよね。

			「お前らな……」

			「まったく……」

			「ご主人さま……」

			　ミーユやリリーナは頬を染めてあきれるが、ミリリは頬を染めてもじもじとした。

			　手招きすると寄ってきた。

			「スカートあげてみて」

			「はにゃう……」

			　ミリリはスカートをたくしあげた。白いパンツが、いやらしく濡れていた。

			　なのでマリナと終わったあとは、ミリリのこともかわいがった。

			　もちろん普通の休憩も取った。

			　草原にいたイノシシを捕まえて、コトコトと煮込む。

			　マリナ特製のシチューだ。

			　香りがいい。

			　ツゥ――と味見をする顔は、綺麗でもあった。

			　ふぅー、ふぅー、ふぅー。冷ましてから食べる。

			　肉はとてもジューシーだ。ジャガイモは、噛むとほろりと崩れて広がる。

			　ニンジンやタマネギも、ほどよいアクセントになってよかった。

			　平凡な具材だが、マリナの味付けセンスがよかった。

			　オレやミリリはもちろんのこと、カレンも四つん這いでガツガツと食ってた。

			　そろそろ四つん這いをやめてもいいんじゃないかと思ったりするが――。

			「なぁ、カレン」

			「ぜな？」

			　と顔をあげるカレンは、かわいい。

			「口が汚れてるぞ」

			「ぜなぁ♪」

			　ふいてあげた。

			　そうすると、例によってと言うべきか。

			「レイン。」

			「ん？」

			「わたしも汚れた。」

			　マリナがカレンとおんなじように、口の横にシチューをつけてた。

			　かわいい。

			　食事休憩が終わったあとは、のんびりと横になる。

			　太陽の光を充填し、再びボートに乗り込んだ。

			「なっ、なぁ、レイン」

			「どうした？　ミーユ」

			「ちょっと考えがあるんだけど……」

			　ミーユはオレに耳打ちした。

			「面白そうだな」

			　オレが言ったら、ミーユは前の席に乗り込んできた。

			　すこし詰める格好になるが、オレにくっつくマリナがうれしそうだったのでよしとする。

			「行くぞ」

			「うん」

			（こく。）

			　マリナが氷の道を作った。オレは魔力をハンドルに通す。

			　発射する。

			　勢いがついてきたところで、ミーユが風の魔法を使う。

			「んっ……！」

			　透明な風が、ボートの下で強く吹く。

			　それに乗ったオレたちは――飛んだ。

			　高度にすれば、マンションの七階ぐらいであろうか？

			　木々やすれ違う馬車が、模型のように小さい。

			「すごいです……にゃあ」

			「流石はわたくしのミーユさまと、ミーユさまのレインさまです」

			「このような発想があるとはな……」

			「マリナの氷魔法ですべることができるなら、ボクの風魔法で飛ばせるんじゃないかと思って……」

			　照れくさそうなミーユだったが、満更でもなさそうだった。

			　空の旅は続いた。

			　オレが炎で浮力のサポートをしなくてはいけない分、氷ですべるよりもスピードはゆるい。

			　ただその代わり、マリナはゆっくりと休める。

			（くぅー………。）と穏やかな寝息を立てて、オレにもたれるマリナはかわいい。

			　マリかわいい。

			　ミーユの魔力とマリナの魔力に休憩と発進をくり返し、夜になったら野宿する。

			　そんな旅を続けていた三日目の朝。

			　マリナの氷で滑走してると、雨がぽつぽつと降ってきた。

			「これはまずいな」

			　元が土のボートであるため、雨はけっこう染み込んでくる。

			　オレはボートを止めた。

			「ファイアードーム」

			　火炎魔法を使用して、みんなを包む。

			　ドーム状に展開された炎は、近づく雨を蒸発させてく。

			「けっこうキツいな」

			　例えて言うなら、空気イスをやっているような感じだ。

			　短い時間なら平気だが、長いこと続けろって言われるとキツい。

			「けっこうで終わるぜな……？」

			「雨に対抗できる魔法を維持し続けるって、フツー無理だろ……」

			「そこはまぁ、流石の少年――ということだな」

			「そういうものなのか」

			　確かにオレでキツいものなら、ほかのみんなだと不可能レベルに近いかもしれない。

			「んー……」

			　オレはドームの体積を広げた。

			　水が当たる部位も増え、よりジュワジュワと言うようになる。

			「とりあえず、テント立てちゃってくれよ」

			「はいですにゃんっ！」

			　ミリリがピシッと敬礼し、テントの設置を始めた。

			　ざぁざぁざぁ。

			　雨は強まる。カミナリも鳴ってきた。

			（ふるふるふる………。）

			　オレのマリナが、小さく震えた。

			　両手で耳をふさいで、ふるふる縮こまっている。

			「カミナリは苦手？」

			（ブンブンブンっ！）

			　マリナは小さく縮こまっているクセに、首はブンブン左右に振った。

			　が――。

			　ピシャアァンッ！

			（びくううっ！！！）

			　カミナリの音で背筋を仰け反らしたりしては、説得力のカケラもない。

			「やっぱり怖いんじゃないか」

			（ブンブンブンっ！）

			　マリナはあくまで否定した。

			「おと………なければ。へっ………。」

			「音がなければ平気なのか」

			（こくこくこくっ[image: kaomoji.png]）

			　マリナは必死でうなずいた。

			　この怖がりっぷりでは、テントだと厳しいかもしれない。

			　なんて風に思っていると、リリーナが言った。

			「あちらのほうに洋館があるぞ？」

			「え？」

			　リリーナが指差したほうを見る。

			　確かに遠目に、洋館が見えた。家一軒ない街道に、ぽつんと一軒建っている。

			　しかし正直に言うと……怪しい。

			「確かに怪しくはあるが、金持ちが狩りをするための別荘として設置していることもある。

			　少なくとも、行ってみて悪いということはあるまい」

			　もっともであった。

			　オレはテントの設営を中止するよう指示をだし、洋館へと向かった。

		

	
		
			　

			怪奇の洋館。

			　

			　洋館の手前から、洋館を見上げる。

			　そこそこの大きさをした、古い雰囲気の洋館。

			　窓から明かりが漏れたりはしておらず、人の気配を感じさせない。

			　ロリ化しているリリーナが、ドアをコンコン、ノックする。

			「我々は旅の者だ！　雨宿りをさせてほしい！」

			　返事はない。

			「カネならあるぞ?!」

			　リリーナは叫んだが、やはり返事は皆無であった。

			「ふぅむ……」

			　リリーナは、ドアノブに手をかけた。

			「鍵はかかっていない……か」

			「リリーナ?!」

			「わたしは、監査官の資格も持っている」

			「かんさかん？」

			「このような屋敷は、盗賊やモンスターのねぐらになる可能性がある。よって貴族にしても金持ちにしても、守衛やメイド、あるいは執事を雇っていなければならない。仮に誰もいないようなら、違反建築として報告する義務がある」

			「なるほど」

			　意外とまともかつ真面目な資格を持っているリリーナであった。

			「そして誰もいなければ、無断で宿として使える上に、違反建築を報告したということで、一石二鳥のボーナスが……クフフフ」

			　しかしながらまともな姿を、一瞬で台無しにするのもリリーナだ。

			　ドアノブに、体重をかけて押す。

			　ギイィ……。鈍い音がし、ドアが開いた。

			「ホコリっぽいぜな……」

			「どうやら、完全に無人のようだな」

			「つまりタダで泊まれる上に、おカネももらえるってことだぜなっ?!」

			「誰もいなければな」

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～～」

			　リリーナがまんざらではなくうなずくと、カレンは元気に走りだした。

			「あぁ！」

			　そして転んだ。

			　バナナの皮でも踏んだかのようにすべり、宙で一回転してうつ伏せになった。

			　お尻がちょこんとつきだされ、パンツが丸見えになっていた。

			　お尻の割れ目に食い込むパンツが、そこはかとなくエロい。

			「ぜなあぁ……」

			「痛そうだな」

			　リリーナが、指パッチンでヒールをかけた。

			　これでどこか痛めていても、傷は完治だ。

			　リリーナすごい。

			　リンが槍の柄を使い、カレンが転んだあたりをなぞった。

			「コケ……？　粘液……？

			　よくわかりませんが、なにかぬるぬるとしたものがありますね……」

			「掃除もろくにされていないってことかな……？」

			　ミーユが、嫌そうな顔をした。

			「まぁでも、豪雨の中で野宿するよりはいいんじゃないかな」

			　オレはマリナのほうを見た。

			（カタカタカタカタ。）

			　マリナはやっぱり震えてた。

			「マリナ……？」

			（びくっ！）

			　声をかけると、驚きすくむ。

			「へいき………。」

			「まだなにも言ってないんだけど……」

			「おばけ………こわくない。」

			「おばけが怖いんだ……」

			「？！？！？！」

			　オレのマリナは、ほんのわずかに目を見開いた。

			　元が無表情なのでわかりにくいが、『どうしてわかったの?!』の顔である。

			「見ればわかるよ……」

			「すごい………。」

			　そしてまた、好感度があがった。

			「確かにおばけは、ボクも苦手かな……」

			「ミリリも、得意ではないです……にゃあ」

			「しかしそれはそれとして、館のヌシがいないのは困るな」

			「リリーナは平気なんだね」

			「倒せばそれで済むからな」

			　つよい。

			　リリーナは、白く光る魔力の玉をだした。周辺を見やる。

			「手ごろに泊まれる客間があるとすれば、二階であることが多いが……」

			　階段とオレを、交互に見やる。

			「行こう」

			「うむ」

			　這いつくばっているカレンを助け起こして、階段を登った。

			（カタカタカタカタ。）

			　震えるマリナがくっついてきてかわいい。

			「この部屋は、鍵もかかっていないようだな」

			「おたからがあれば、持って帰っても大丈夫ぜな？」

			「希少な魔剣や魔石となると、国で保護するように言われるな」

			「ぜなぁ……」

			　カレンは露骨に落ち込んだ。

			「しかし多少の金貨であれば、くすねたところで文句は言われん」

			「ぜなぁ……！」

			　リリーナが淡々と言うと、カレンはうれしそうにした。

			　頭の羽も、ぴこぴこゆれる。

			　リリーナがドアをあけた。意外と綺麗な部屋がでてくる。

			　ベッドやカーテンは古ぼけているものの、地面にホコリなどが積もっているようなこともない。こういうところにはつきものでありそうな、クモの巣などもなかった。

			「悪くない部屋だな」

			　リリーナは、ずかずかと入る。

			　旅慣れているんだろうけど……。

			　つよい。

			「そろそろ落ち着いた？　マリナ」

			（こくっ！）

			　マリナは強くうなずいた。しかし体は震えてた。

			　そもそも『強くうなずく』というのが、ウソである証拠だ。

			　マリナの場合、本当に平気なら普通にうなずく。

			　オレはマリナにキスをした。

			（………?!）

			　驚くマリナを押し倒し、胸元のリボンをほどいた。

			　おっぱいが弾けでる。すばらしいそれを握った。

			「気持ちいいことをすれば、気もまぎれるんじゃないかと思って」

			　と言いながら、オレはマリナの股間に手を伸ばす。

			「えっち………。」

			　オレのマリナは、頬を染めて顔をそらした。

			　しかし股間のほうの準備は、しっかりとできている。

			　痛くならないようにやさしくふれているだけなのだが、愛液でぬるぬるだ。

			　行為を始める。

			「あっ、あっ、あっ、あっ………！」

			　マリナはいつも通りと言うべきか、巨乳をたぷたぷゆらして喘いだ。

			「オマエらな……」

			　ミーユがジト目でぼやいたが、ぼやきつつも頬は染めてた。

			　オレとマリナから目をそらしつつ、もじもじとしていた。

			　リリーナがつぶやく。

			「しかしここは、屋内でもある……」

			「…………」

			　つぶやいたリリーナはもちろんのこと、ミーユも服を脱ぎ始めた。

			「ミリリは普通に、ご主人さまが大好きですので……」

			　ミリリも服を脱ぎ始める。

			「……外の見張りをしておきます」

			　真面目なリンが外にでた。

			　そもそもリンは、言うほどオレを好きではない。

			　オレとの行為も、単に性欲でやっているところがある。

			　なので性欲が溜まっていない時は、けっこう淡々としている。

			　行為が終わった。

			　四人のことは普通に抱いたし、カレンにも口でしてもらった。

			　かなり上手になってきている。

			「けっこう、クセになる味だぜなぁ……♥」

			　射精が終わったあとも、先っぽをぺろぺろ舐めたりとしてきた。

			　オレは服を着なおした。リンを呼ぼうとドアをあける。

			　が――。

			「あれ……？」

			　リンはどこにもいなかった。

			「トイレぜな？」

			「それはないな……」

			　なぜなら槍が地面に落ちてる。

			　トイレであれば、普通に持っていくはずだ。

			「リン！」

			「リンさまー！」

			「リーーーーーーーーン！！！」

			　オレたちは叫んだが、返事は返ってこなかった。

			「困ったな……」

			「はにゃあ……」

			「手分けして探すしかなさそうだな」

			「分散するのは危ないけど、早く見つけないのも危ないしね……」

			「戦力バランスも考慮すれば……。わたしとミリリ。

			　少年とミーユで探索し、カレンとマリナはここで待機、がよさそうだな」

			「そんな感じかな」

			　六発ヤッて落ち着いたマリナだけど、また怖がっているし。

			「それではこれを渡しておこう。魔力で光る蛍光石だ。時間が経つと、輝きも消える」

			「光が消えたところで、ここに戻るっていう感じ？」

			「そうなるな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オレとミーユは階段をおりて、キッチンめいたところにきていた。

			　深い理由は特にない。

			　もしも人が住んでいるなら、ここになんらかの気配があるだろう、と思っただけだ。

			　とりあえず、薄暗くって不気味だ。

			「う、ううぅ……」

			　ミーユが強張り怖がった。

			　手を握る。

			「ごめん……」

			「気にするなよ」

			「っていうかオマエは、怖くないのかよ……。ユーレイとか」

			「むしろなんで怖いんだよ」

			「ユーレイってことは、おばけだぞ……？」

			　意味がわからなかった。

			　まぁしかし、怖がっているのは事実。オレはミーユの手を握る力を強めた。

			　するとミーユも、力を入れ返してくる。

			　むぎゅっ。

			　むにっ。

			　むぎゅっ。

			　気持ちいい。

			　セックスするのも気持ちいいけど、手を握るのも気持ちいいよね。

			　ミーユも同じ気持ちだったらしい。頬を染めて目を伏せている。

			　散策を続けた。

			　これといった気配はない。

			　カマドはやたら古びているし、食料の保存庫もカラだ。

			「うらぐち……」

			　とミーユが指差したので、裏口もあけた。

			　草がボウボウと生えている裏庭の奥に、古びた井戸があるだけだった。

			　人が使用している場合、できるであろう道もない。

			　とりあえず、人は住んでなさそうだ。

			「きゃああっ！！！」

			　ミーユが叫んでオレに抱きつく。

			「いいい、いま足元に、クモッ、クモッ、クモおぉ～～～～～～～～」

			　ミーユは涙目になっていた。

			　かわいい。

			　リンのことがなかったら、ここで滅茶苦茶セックスしている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レインたちが探索をしていたのと、ほぼ同刻。

			　マリナとカレンは、部屋の中で待機していた。

			　布団のにおいを嗅いだカレンが、不満をもらす。

			「せっかくの布団なのに、ホコリっぽくて寝れないぜなぁ……」

			　仕方なく床で寝る。

			（くぅー……）

			　目を閉じて三秒で寝入った。

			「カレン………。」

			「ぜな……？」

			「あんまり、寝ないで………。」

			「？」

			「なに………くるか、わからない………から。」

			「それは確かに、セイロンだぜな……」

			　カレンはむくりと起きあがった。マリナに抱きつく。

			「………?!」

			「ぎゅーってされると、落ちつかないぜな？

			　アタシはレインに、ぎゅーってされると、落ちつくし気持ちいいぜなぁ～～～」

			「うん………。」

			　マリナはカレンを抱き返す。互いの巨乳が、押し合って潰れたりした。

			　その時、声がした。

			　

			『きゃああっ！！！』

			　

			「ミーユの声だぜなっ?!」

			　マリナがパチッと目を見開いた。

			　ミーユが危ないということは、いっしょのレインも危ないかもしれない。

			　それを思うと、恐怖心も吹き飛んだ。

			　魔法のツララでドアを破壊し、矢のように飛びだす。二階から一階に、降りる。ドォンッと激しい音が立ち、地面が軽くひしゃげてへこむ。しかし気にせず走りだす。

			（レイン………！）

			　なによりも、レインのことが心配だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「レイン………！」

			　謎の館のキッチン。

			　マリナがオレに、ひしっ……と抱きつく。

			　ミーユの悲鳴が聞こえたので、オレになにかあるかもしれないと考えてしまったらしい。

			　それで急いできたのだが、無事でうれしかったらしい。

			（ぎゅっ～～～～～～～～～～。）

			（ぎゅっ～～～～～～～～～～。）

			（すり………。すり。）

			（すり………。すり。）

			　といった感じで、オレを抱きしめ頬ずりをしてくる。

			　その行動はどうかと思うが、気持ちそのものはうれしい。

			　だからオレもなにも言わずに、マリナの自由にさせていた。

			「ミーユも………。」

			　マリナはミーユも抱きしめた。

			　その抱擁の力強さは、オレにしたそれに勝るとも劣らなかった。

			「……ありがと」

			　大切にされ慣れていないミーユは、マリナから顔をそむけて礼を言った。

			　しかしほっぺはほんのり赤く、まんざらでもないことがわかる。

			　オレはマリナの手を握る。

			「リリーナからもらった蛍石の光も消えたし、一度戻ろう」

			「うん。」

			　マリナはオレの手を握る手に、きゅっ………と力を込めてきた。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　同刻。

			「ぜなぁ……」

			　残されたカレンは、呆然としていた。

			　次に自分は、どうすればいいのかと思った。

			（アタシの役目は、マリナとここで待っていることだぜな……）

			（だけどマリナは、行っちゃったぜな……）

			（でもでもレインとマリナが行っているならアタシがいなくても充分で、だけど行かないってのも、仕事していないみたいでダメな気がするんだぜな。でもでもでもでも……）

			　ボンッ！

			　カレンの頭はショートした。

			（やっぱり、行ったほうがいいんだぜな……？）

			　ふらつく頭で考えて、武器を手にして部屋をでた。

			　その時だった。

			　背後に気配。

			　巨大な影が、自分を覆う。

			「ぜっ……」

			　武器を振ろうとするが遅い。カレンは巨大なる影に飲まれた。

		

	
		
			[image: p219.jpg]
		

	
		
			　

			◆　◆　◆

			　

			　さらに同刻。

			　リリーナとミリリも、ミーユの声を聞いていた。

			「ミーユさまの声でしたにゃ！」

			「そのようだな」

			　ミリリは慌てて駆けだそうとしたが、リリーナは捕まえた。

			「まぁ、落ち着きたまえ」

			「はにゃあぁっ?!」

			「声の大きさから察するに、ミーユの悲鳴はそう大したものではない。クモの巣に引っかかったとか、クモが足元にきたとかだろう。少年がそばにいてマリナも向かったとなれば、どう考えても安全だ」

			「なるほどですにゃ……」

			「……とは言うものの、悲鳴を聞いて向かわぬのも、冷たい気がしてよろしくない。

			　好感度アップのためにも、さりげなく向かおうではないか！」

			　リリーナは、拳を握って主張した。

			　能力が高く冷静な判断もできるのに、残念なリリーナであった。

			　ミリリに背を向け、向かおうとする。

			　ミリリもゆっくり、あとについて行こうとした。

			　その時だ。

			「?!」

			「どうした？　ミリリ」

			「今なにか、背後のほうで嫌な空気がしました……にゃ」

			「なに……？」

			　リリーナは、ミリリの視線のほうを見る。

			　そこは先刻、探索していた部屋である。

			　あいたドアから、窓にベッドにカーペットといった、変哲のない寝室が見えていた。

			「一見すると、なにもないようであるが……」

			　しかし警戒はゆるめない。

			　指を鳴らして、自身とミリリのステータスを強化した。

			　前後左右のどこから敵がきてもいいよう、アンテナを張りめぐらせながら歩みを進める。

			　ミリリもリリーナの背を見つめ、なにかあったら飛びだせる態勢を整えていた。

			　だがしかし――その時であった。

			　

			　真上から現れたそれは、ミリリの上半身に食いついた！！！

			　

			（はにゃっ、にゃっ、はにゃああっ……！）

			　ミリリはじたじたと暴れるが、それの力には敵わない。

			　ゼリー状のそれに、丸呑みにされていく。

			「ミリリ！」

			　リリーナは、助けるために両腕を構えた。

			　だが背後からナニカが飛びだし、リリーナの腰に体当たりを！

			「はぐっ！」

			　わずかに体勢がゆらいだところに、黒い物体が飛びついてくる。

			　びちゃっ！　顔を覆い尽くされた。口内に、ゼリー状のナニカが入り込む。

			（麻(ま)痺(ひ)毒か……?!）

			　察したリリーナは、自身の髪を引き抜き散らした。

			（はにゃあ…………）

			（くうッ…………）

			　ふたりの意識は、徐々に薄れていって――消えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「カレン………？」

			「いないのか？」

			「うん………。」

			「リリーナやミリリも、帰ってきていていいころなのに……」

			　マリナが小さくうなずくと、ミーユがつぶやく。

			　完全に無意識と思われる仕草で、オレの腕に腕を絡ませくっついてくる。

			　体は激しく震えていた。

			「おばけ………。」

			　マリナもオレにくっついた。ミーユと同じく、ぶるぶる震えて泣きそうだ。

			　オレはその体勢のまま、ミリリとリリーナの帰還を待った――が。

			「遅いな……」

			　ふたりは帰ってこなかった。

			「ミリリはともかくリリーナもいる以上、おいそれとやられるとは思えなかったんだが……」

			「だけどリリーナ、今は子どもになっちゃってるし……」

			「手分けして――は危ないから、三人で行こうか」

			　オレたちは進んだ。

			　リリーナたちが探していたはずの二階の部屋を、軽く覗いて見て回る。

			　そしてふと、金色のなにかが煌めいているのに気がついた。

			「これは……リリーナの髪の毛か？」

			（すん………。）

			　マリナはレインから髪を受け取り、においを嗅ぐとつぶやいた。

			「たぶん………そう。」

			「わかるのか？」

			「あなたのにおい………ちょっとついてる。」

			　オレのにおいが染みつく勢いでエロいことしたしな。

			「となるとふたりは、ここで襲われた可能性が高いっていうことか……」

			「うううぅ……」

			　ミーユの怯えが強さを増した。

			　歯をカチカチと鳴らして震えている。

			「マリナは、どう考える？」

			「………。」

			　特に思いつかないらしい。

			　マリナは無言で目を伏せた。

			「あなたは………？」

			「まず敵は、不意打ちが得意っていうことだよな」

			「………？」

			「カレンはともかく、ミリリとリリーナが正面から負けるとは考えにくい。というかあのふたりなら、オレたちと合流して、五人で当たることを考える。なのにさらわれたっていうことは、不意打ち以外には考えられない」

			「すいり………すごい。」

			　マリナが頬を赤らめる。

			　大した推理ではないと思うが、マリナだから仕方ない。

			　隙あらば、オレのことを好きになる。

			　オレのマリナは、そういう子である。

			「あとはたぶん…………相手は人間じゃない」

			「ふええっ?!」

			「キッチンは調べたけど、人が生活している雰囲気じゃなかった」

			「おおおおっ、おばけなの?!　やっぱり、やっぱりおばけなのっ?!」

			「その可能性も、わりと真面目にでてきたな」

			「ふえええっ……！」

			　恐怖の限界がきてしまったらしい。ミーユはガチで泣いてしまった。

			　大粒の涙が、ぽろぽろはらはらこぼれている。

			「マリナはどうだ？　平気か？」

			「へいきじゃない………けど。」

			　マリナはじっと、オレの目を見て言った。

			「あなたがいるから。」

			「そうか」

			　オレはすっくと立ちあがった。

			　部屋が無人であることを確認し、ミーユとマリナを部屋へと入れる。

			「レイン?!」

			「不意打ちをかけてくるやつが相手なら、オレがひとりのほうがいいんじゃないかって思って」

			「ダメだよ！　そんなの！　レインになにかあったら、ボク……」

			「わたしも、あなたがいないと………。」

			　ミーユとマリナが、そろってオレの手を握る。

			　ふたりの手は温かくって照れる。

			「レインがひとりになるぐらいなら、ボクが……」

			「わたしが………。」

			「ふたりとも、怖いんじゃないの？」

			「おばけとかは、怖いけど……」

			「あなたがいなくなるほうが、こわい。」

			　こうなるとラチがあかない。

			「それじゃ、全員でバラける？　マリナがこの部屋。ミーユが隣。オレが廊下でそれぞれ待機。なにかがでたら、声や物音を立てて知らせる。どこからでてくるかわからない敵だから、部屋の中でも安全とは限らないし」

			「うん……」

			「わかった………。」

			　ふたりはうなずいてくれた。

			　宣言通り、マリナが部屋の奥にいき、ミーユが隣の部屋へと入る。

			　ばたん。

			　ドアが閉まった。

			　薄暗い屋敷の中で、ぽちゃん、ぽちゃんと音がする。

			　雨漏りの音であった。

			　壁に背を預け、天井を見上げる。

			（薄暗くって不気味だけど、なにかあるような気配はないな……）

			　ただし全身には、炎と雷のマナをたくわえておく。

			　全身が、煌々と輝いた。

			　もし遠くからオレを見た人がいれば、それこそ幽霊と思うかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はあぁ…………」

			　レインと離れ、ひとりになったミーユはため息をついた。

			（おばけ怖い、おばけ怖い、おばけ怖い、おばけ……）

			（レインレインレインレイン……）

			　レインのことで頭をいっぱいにしていなければ、押し潰されそうなほどであった。

			　ただしレインは、扉を挟んだ先にいる。

			　一応ドアをノックした。

			「レイン……」

			「ミーユか？」

			「そこにいる？」

			「いるよ」

			「ちゃんといる？」

			「いるよ」

			「本当に……レイン？」

			「本当にオレだって」

			「こわがりで…………ごめん」

			「気にすんなよ」

			　そんな会話をしているだけで、心はほうっと落ち着けた。

			（本当に、レインのこと好きだなぁ……ボク）

			　心の底から、そんな風に思った。

			　ドアから離れ、部屋の中を静かに見渡す。

			　怪しいモンスターの姿は、影も形も存在しない。

			「うぅ……けほ、けほ、」

			　小さなセキが口から漏れた。

			　ミーユは、金銭的な意味での育ちはよかった。なので小汚い部屋は苦手だ。

			　窓に近づく。

			　一歩、一歩と近づくごとに、恐怖がじわじわ這い登る。

			　目隠しをして歩いている時の感覚と言えば、非常に近い。

			　足をあげる。

			　前に進める。

			　地面におろす。

			　たったそれだけの動作をするだけで、目まいがしてくる。

			　それはそれなりに経験を積んできた、魔術師としての本能だった。

			　その本能が、窓の近くにいってはいけない。窓をあけたりしてはいけない。

			　そんな風に告げていた。

			　そもそもミーユが幽霊を怖がってしまったのも、屋敷の『異形』を、無意識で感知したからだ。ミーユがひどく怯えていたのは、ライオンを前にした小鹿が怯えるかのごとき、純粋な本能だったのだ。

			　しかしながら今のミーユは、感情の正体がわからなかった。

			　恐怖の理由はレインが存在しないことであって、目まいの理由は、部屋の空気が悪いから。

			　そんな風に考えてしまった。

			　だから窓に近づいていく。一歩、また一歩と近づいてくる。

			　冷たいガラスに手をかけた。

			　今は雨がやんでいるとはいえ、いまだ濡れた冷たい窓を。

			　ギィ……。

			　錆(さ)びついた音がした。窓がゆっくりと開く。

			　ひんやりとした冷気が頬を撫でる。雨上がり独特の、冷たくも心地よい匂いが鼻腔をくすぐる。

			　ミーユは窓枠に手をかけた。深呼吸をひとつする。

			「はあぁ……」

			　肉体の緊張がほどけたことで、暗く淀んでいた気分もほぐれた。

			　だがしかし、その瞬間にミーユは気づいた。

			　窓の真下の外の壁。

			　自分が手をかけている窓枠のすぐ前に。

			　黒いナニカが張りついていることを。

			　そのゼリー状の物体の、目と思わしき器官が光る。

			　血のように赤く、夜のように暗い光だ。

			　生物学的に醜いとでも言うべき異形の姿に、ミーユは悲鳴をあげることさえ忘れた。

			　異形がミーユの顔に飛びつく。

			（んんっ！）

			　上半身を食われたミーユは、外に引きずりだされそうになった。

			（んんっ、んっ、んんんっ……！）

			　必死にこらえて踏ん張った。

			　足を必死にバタつかせ、壁を二回、三回と蹴った。

			「ミーユ?!」

			　音を聞いたレインが飛び込んでくる。

			　が――。

			　

			　ずるり。

			　

			　ミーユの体は、異形に飲まれた。

		

	
		
			　

			洋館の正体。

			　

			「ミーユ！！！」

			　部屋に入ったオレが見たのは、異形に飲まれるミーユであった。

			　上半身は完全に飲み込まれ、足だけがかろうじてでている。

			　オレはタンッと床を蹴る。一直線に距離を詰め、ミーユの足を掴もうとした。

			　が――遅い。

			　ミーユはずるりと飲まれてしまった。

			　オレは窓枠に手をかけて、ミーユを飲み込んだやつを見た。

			　ヘドロ状の体に真っ暗な体を持ったそいつは、壁を伝って裏庭へと降りていく。

			「ファイアボルト！！」

			　オレは魔法をぶっ放す。

			「クキャアアアアアアアアアア！！！」

			　ヘドロのそいつは、悲鳴をあげてのけぞった。ミーユの体がわずかに見える。

			「こおり………！」

			　マリナが横から氷を伸ばし、ミーユの足を捕まえた。

			「きてたのか」

			「声………したから。」

			　マリナは淡々とつぶやくと、ミーユの体を引っ張りあげた。

			　ちなみにマリナがいたはずの部屋の壁には、大きな穴があいている。

			　ドアを使わず壁をぶち破ってきたわけだ。

			　まぁしかし、マリナにはよくあることだ。

			　オレはミーユを、壁を背にして座らせる。

			「平気か？　ミーユ」

			「んっ……」

			　ミーユはうっすら目をあけた。

			「ちょっと……痺(しび)れてる」

			「そうか……」

			「レイン。」

			　外を見ていたマリナが、外の一部を指差した。

			　それはつい先刻に見た、古井戸であった。

			　黒いナニカが、井戸の中に入っていくのが見えた。

			「あそこが巣だったか……ファイアボルト！」

			　オレは裏庭に炎を放つ。

			　雑草を除去すると同時に、ぬかるんでいそうな庭を乾かす。

			　うっとおしそうな雑草が生い茂っていた庭は、見事に乾いた大地となった。

			「じゃあ行くか」

			　ミーユを背負う。

			「ごめん……」

			「気にするなよ」

			　マリナといっしょに窓から飛んだ。着地して井戸に近づく。

			　警戒しつつ中を覗いた。

			　一見すると真っ暗だ。なにもない。

			　オレは指をパチッと鳴らし、炎をだした。小さな炎を、井戸の中へと落とす。

			「深さは十五メートルぐらい。炎が燃え続けているところから、酸素はある。それでも特になにもないから、降りて調べるしかなさそう……か」

			「んっ………！」

			　マリナが巨大なツララを作った。井戸の真ん中に刺す。

			　オレはツララを柱代わりに、井戸の中へ降りて行った。

			　底につく。

			　びちゃりと黒い泥がはね、ブーツとズボンの裾を汚した。

			　オレは周囲を軽く見渡し、それに気づいた。

			「扉……？」

			　井戸の底にはあるはずのない、木製の扉があった。

			　おりてきたミーユとマリナもそれに気がつく。

			『異形』のための通り道なのか、下にはわずかな隙間がある。

			　ドン！

			　オレはドアを蹴り破った。その先にあったのは、真っ白な廊下。

			　井戸や屋敷の汚さがウソのような、真っ白な廊下であった。

			　特殊な鉱石でも使っているのか、蛍光灯でも使っているかのようにまぶしい。

			「なんだこりゃ……」

			　一段、二段と段差をのぼり、廊下を進んだ。

			　新たな扉などが見つからないまま、見えてきたのは行き止まり。

			「ふぅむ……」

			　うなりながら歩みを進める。

			　すると――。

			「うわっ！」

			　落とし穴。

			　オレは咄嗟に剣を抜き、壁にグサリと突き立てた。

			　ガリギャギャギャッ！

			　剣の力で減速しながら、かろうじて止まる。

			　剣を抜いて地面におりる。

			　間の抜けた声がした。

			「どうも～～～」

			　白衣とメガネの女であった。黒い髪をショートポニーに束ね、右手には試験管を持っている。

			　しかしその下半身は、巨大なるスライム。

			　六畳一間ぐらいは完全に埋め尽くしそうな、黒いスライムで構成されていた。

			　オレは素早く後ろに下がり、警戒の色を強めた。

			　女がスライムにもぐった。下のほうからどぷりとでてくる。

			「ワタシはスラティアというもので、この屋敷の――」

			「ファイアボルト！」

			「ほぎゃあああ！！！」

			　スラティアと名乗っていた女は、オレの雷撃を食らって倒れた。

			「ちょ……なっ、なにをするデスかぁー！　ワタシでなければ、完全に即死デシたよぉー?!」

			「得体の知れない謎の相手に接近されたら魔法だすだろ」

			「なんという潔癖……！」

			「そんなことより、みんなはどうした……？」

			「そちらですぅ～～～」

			　スラティアがオレの背後を指差す。

			　オレは奇襲を警戒しつつ、背後を見やった。

			　リンにカレンにミリリにリリーナ。

			　行方不明になっていた全員がいた。

			　決まり悪げなリンとリリーナに、祈るように両手を重ね、尊敬の眼差しでオレを見るミリリ。

			　そしてカレンは餌付けされてた。

			　四つん這いでがふがふと、肉っぽいものを食べている。

			「それでオマエは、なんなんだ……？」

			「ワタシは、この屋敷の管理人で――ほぎゃあああ！！！」

			　しゃべろうとしていたスラティアだが、脳天にツララがぶち刺さった。

			　マリナであった。

			　オレを追って飛び降りてきたマリナが、とりあえず攻撃をしかけていた。

			　ツララの攻撃でスラティアが異形と知ったマリナは、氷の剣をだして突撃をかける。

			　哀れスラティアは、真っ二つになった。

			　マリナがオレのほうにくる。

			「へいき………？」

			「平気だけど……」

			「よかった………。」

			　マリナは、ぎゅっ………と抱きついてきた。

			「ですからですから、いきなりナニをするデスかぁー！」

			「敵かと思った。」

			　そう言って、マリナはオレをチラと見た。

			　オレがファイアボルトを使ったので、敵と対峙したものと考えた――ということか。

			　結果的には早計だったが、合理的ではあるだろう。

			　なにしろオレが攻撃したのだから。

			「わたしが説明したほうがよさそうだな」

			　リリーナが、ハアッとため息をついた。

			「そこにいる女は、スラティア＝ハラス。この屋敷の地下にこもって、スライムの研究をしていた女だ」

			「しかしデスねぇ～～～。長いこと、地下にもぐりすぎていたせいでねぇ～～～。体を壊してしまったのデスよぉ～～～」

			「そこでスライムに自らを食わせ、同化できないか試したらしい」

			「実験は成功！

			　見事スライムになったワタシは、病気知らずのケガ知らずになったデースよぉ～～～。

			　今は毎日研究できて、幸せデスうぅ～～～～～」

			「で……ミリリたちをさらった理由はなんだ？」

			「基本的には幸せデスが、時々人が恋しくなるわけでして……。

			　お話相手になっていただこうかと……」

			「そういうことなら、普通にでてくればよかったじゃん」

			「なななな、なんちゅー恐ろしいことを言うデスか！　しょしょしょしょ、初対面の相手に、自ら名乗って交流を……？」

			　スラティアは、青くなって震えた。

			「わたくしをここに連れてきた時は、その黒いスライムの陰に隠れておりました」

			　最初にさらわれたリンが、そんな風に補足した。

			　いわゆるひとつの、コミュ障であるらしかった。

			「アタシのこともさらったりしたけど、お肉をくれたからいい人だぜなっ！」

			　カレンはやっぱり餌付けされてた。

			　怖がっていたミーユが、恐る恐る尋ねる。

			「おばけじゃなかった……ってこと？」

			「そうなりマースねぇ～～～」

			「そっか……。えへへへへ、そっかぁ……」

			　腰が抜けてしまったらしい。ミーユがぺたりと、あひる座りでへたれ込む。

			「えへへへへ、あは、あは……」

			　笑いかたがちょっとおかしい。

			　気になったらしいマリナが、ミーユの隣にしゃがみ込む。

			　すん………と鼻を動かして言った。

			「もらした………？」

			（ぴくぅ！！！）

			　ミーユがすくんだ。

			「ええっと、それは、その……」

			（じぃ………。）

			　誤魔化そうとしたミーユだが、マリナの目線には耐え切れなかった。

			　元がいい子なせいもあり、正直に答えてしまう。

			「すこし……」

			「パンツ取ってきてやるか？」

			「なななな、なに考えてるんだよ！　ばかっ！」

			　オレのミーユは、真っ赤になって怒鳴ってしまった。

			　パンツどころかその下も舐めたりさわったりしている関係なのに、パンツは恥ずかしいらしい。

			「それならいっしょに行くか？」

			「うん……」

			「そーいうことなら、屋敷までの通路をあけますデスよぉー」

			　スラティアが、道を開いた。真っ黒なスライムが、モーゼの滝のように割られる。

			　奥にあるのは階段だ。オレはミーユといっしょに進もうとした――が。

			（ぴと………。）

			　マリナが背中にくっついてくる。

			「おんぶ………。」

			　短いひと言ではあったものの、ちょっとしたヤキモチが感じられた。つい先刻に、オレがミーユをおんぶしたのを、羨ましいと思っているわけだ。

			　かわいい。

			　オレはマリナをおんぶした。

			（むにゅうぅ……）

			　豊満なバストが背中に当たった。マリナのマ乳は、今日も健在である。

			　階段を登る。

			　コツ、コツ、コツ。

			　薄暗く湿っぽい階段は、なにもないが不気味だ。

			「リンやカレンをさらったのはスライムだったけど、それはそれとして幽霊もでてきそうだよな、この屋敷」

			「ヘヘヘ、ヘンなこと言うなよぉ！　ばかあぁ！」

			（ぎゅうぅ………！）

			　ミーユが泣きそうな声で叫ぶと、マリナは[image: kaomoji.png]な顔でしがみついて抗議する。

			　かわいい。

			　行き止まりについた。オレは天井を押しあげる。

			　屋敷の一階。ホールのような空間にでた。

			「よし」

			　ミーユの手を引き、引っ張りあげる。

			　階段を登って廊下を渡り、荷物がある部屋へ向かった。

			　その時だった。

			　横手にイヤな気配を感じた。

			　目を向ける。

			　なにもない。単なる壁だ。

			　しかしオレが警戒していると――。

			「うぅ、らぁ、めえぇ、しいぃ～～～～～～～～～～」

			　

			　幽霊が現れた！

			　

			「ファイアボルト！」

			　

			　だけど燃やした！！！

			　

			　真っ白な幽霊は、跡形もなく消え去った！！！

			「まさか本当にでるとはな」

			　オレはやれやれとつぶやくと、ミーユのほうを見た。

			「はわわ、あわ、はわ…………」

			　オレのミーユは、哀れにも泣きじゃくってしまった。

		

	
		
			[image: p247.jpg]
		

	
		
			　棒立ちのまま涙をこぼし、ズボンをぐっちょり濡らしてる。

			　初めて出会った時に次ぐ、二回目のおもらしだ。

			「わたしも………すこし。」

			　マリナはオレにおぶさったまま、恥ずかしそうにつぶやいた。

			　ぽんぽん。

			　オレはミーユの肩を叩いて、にっこりと笑顔で励ました。

			「ふえぇん……」

			　それでも泣いてしまうミーユがとても愛らしかったので、部屋に連れ込んでヤッた。

			　ズボンもパンツもひん剥いて、押し倒してヤッた。

			「あっ、やだっ、ばかっ。なに考えてんだよっ！　ばかああぁぁ！！！」

			　とか言っていたミーユだが、しっかり堪能していることは、声の感じと股間の締まり具合でわかった。

			　

			　オレの恋人たちは最高だぜ！
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